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教育立市宣言シリーズ●58　

市
で
は
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

４
月
１
日
診
療
分
か
ら
通
院
医
療

費
の
助
成
対
象
を
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
に
拡
充
し
ま
す
。

対
象
者　

拡
充
後
の
有
効
期
限
の

子
ど
も
医
療
証
を
交
付
す
る
対
象

者
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
０
歳
か

ら
中
学
３
年
生
（
15
歳
に
な
っ
た

最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の
子
ど

も
で
す
。
ま
た
、
入
院
医
療
費
助

成
は
従
来
ど
お
り
０
歳
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
人

◎
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
医
療
費

助
成
を
受
け
て
い
る
人

◎
障
が
い
者
医
療
費
助
成
や
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
助
成
な
ど
、
他

の
医
療
費
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人

医
療
証
の
交
付　

対
象
者
に
は
、

３
月
下
旬
に
子
ど
も
医
療
証
を
送

付
し
ま
し
た
。

医
療
証
の
使
用
方
法　

医
療
機
関

で
必
ず
子
ど
も
医
療
証
と
健
康
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
内
容　

入
通
院
と
も
に
１
日

５
０
０
円
を
限
度
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
あ
た
り
月
２
日
ま
で
、
一

部
自
己
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
府
外
で
受
診

し
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療
機

関
で
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
、
領

収
証
な
ど
を
持
っ
て
市
役
所
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
　
後

期
・
福
祉
医
療
係

就
学
援
助
の
申
請
を

■
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
平
成
26
年
度
ま
た
は
平
成
27
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
人

（
現
在
、
生
活
保
護
法
の
適
用
に

よ
り
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
26
年
度
ま
た
は
平
成
27
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割

の
み
課
税
の
人
（
譲
渡
所
得
な
ど

の
損
益
通
算
に
よ
る
場
合
は
除
く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情
（
災
害
、

死
亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助

を
必
要
と
す
る
人

援
助
費
用　

小
中
学
校
の
学
用
品

費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど

※
中
学
校
給
食
が
７
月
食
事
分
か

ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請　

小
中
学
校
と
教
育
総
務
課

に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
５
月
29
日
ま
で
に
通
学

し
て
い
る
小
中
学
校
へ
（
土
・
日
・

祝
休
日
を
除
く
）

※
平
成
26
年
度
市
民
税
が
非
課
税

か
均
等
割
の
み
課
税
の
人
は
、
市

民
税
課
税
証
明
書
を
添
付
し
て
、

教
育
総
務
課
へ
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課

学びを支えるOnlyかわちながの
教育委員会の制度が改正されました！
　教育委員会制度は、昭和31年、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
の制定により、教育の政治的中立と教育行政の安定の確保を目的に、複数の委
員による合議体の執行機関（行政の事務を執行する組織）として成立しました。
　近年の教育を取り巻く状況の変化に伴う様々な課題に対応するため、教育委
員会の制度が次のとおり改正されました。
　なお、制度改正後も教育委員会はこれまでと同じ権限を持つ組織として存続
し、教育の政治的中立性などについても従来どおり確保されることとなります。
問い合わせ　教育総務課

１教育行政の責任者となる新「教育長」を設置
  これまで教育委員会では、教育委員長 (教育委員会の代表、会議の主宰者 )と
教育長 (事務執行の責任者 )の両方が設置されていましたが、これらが一本化
され、教育行政の責任者として、新「教育長」を置くことになりました。

２市長と教育委員会の協議・調整の
場となる「総合教育会議」を設置

　市長と教育委員会が、教育行政に関する協議を行う「総合
教育会議」が新たに設置されます。
　会議は市長が主宰し、学校施設などをはじめとする教育の
条件の整備や、学術・文化の振興を図るための施策などにつ
いて、協議や調整を行います。

３教育振興のための施策の
目標となる「大綱」を策定

　市長は、教育振興のための施策の目標や方針を、
教育の「大綱」として策定することになります。「大
綱」の具体的な内容については、今後、市長と教育
委員会による「総合教育会議」の場で協議が進めら
れていきます。

改正前（平成 26年度まで )

教育委員会

事務局

教育長

委
員
長

委
員

委
員

委
員

委
員 市

長

任命

同
意

任
命

議会

市
長同

意

議会

兼任

改正後（平成 27年度から)

教育委員会

事務局

委
員

委
員

委
員

委
員

新「
教
育
長
」

任
命

任命

同
意

改正
市の組織の一部が変わりました

　業務の適正な執行と、新たな課題への対応のため、４月１
日に次の２つの係を設置しました。
■コンプライアンス推進係（総務部総務課）
　信頼される市役所を目指して、コンプライアンス（法令な
どの遵守）を進めます。
主な業務内容　コンプライアンスの推進、公益通報制度、暴
力団排除・不当要求行為等の対策など
■地域福祉係（子ども・福祉部生活福祉課）
　地域での生活の困りごとに対して、他の専門機関と連携し
て解決に向けた支援を行います。民生委員や福祉委員、社会
福祉協議会などの地域福祉に関する活動の支援を行います。
主な業務内容　地域福祉の推進、社会福祉協議会や福祉関係
団体（他課が所管する団体を除く）への支援、戦没者遺族な
どの援護、生活困窮者の自立相談支援など
問い合わせ　行政改革課

４月１日スタート
子どもの通院医療費助成を

中学３年生まで拡充
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高
齢
者
の
活
躍
が

ま
ち
の
活
力
を
支
え
ま
す

　
公
民
館
な
ど
で
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

活
動
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

―
。
市
内
で
は
現
在
、
元
気

な
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
様
々
な

活
動
に
参
加
し
、
日
々
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
職
場
で
長

時
間
を
過
ご
し
て
き
た
人
が
こ
れ

ら
の
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
も

「
地
域
に
ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
」「
途
中
か
ら
参

加
し
に
く
い
」
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
参
加
し
た
い
人
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
活
力
を
支
え
る
高
齢
者

の
活
躍
が
今
後
も
維
持
さ
れ
る
た

め
に
は
、
高
齢
期
を
迎
え
た
団
塊

の
世
代
を
は
じ
め
、
新
し
い
世
代

今月の焦点◉高齢者いきいき都市構想を策定

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
と
っ
て
、

活
力
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

元
気
な
高
齢
者
の
力
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
に
策
定
し
た
「
高
齢
者
い
き
い
き
都
市
構
想
」
に

掲
げ
る
施
策
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
進
め
る
こ
と
で
、

高
齢
期
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
課

が
順
次
参
加
し
、
地
域
の
活
動
が

途
切
れ
な
く
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
も
こ
れ
か
ら
の

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ
て

い
る
元
気
な
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
健

康
が
活
躍
を
支
え
、
活
躍
が
生
き

が
い
と
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
健
康

を
支
え
る
と
い
う
理
想
的
な
サ
イ

ク
ル
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
サ
イ
ク
ル
を
持
つ
人
を
さ
ら

に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
新
た

な
ま
ち
の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
あ  

活
動
の
輪
の
中
へ

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業
や
福
祉

セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
な
ど
の
活
動

に
参
加
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

は
、
と
て
も
い
き
い
き
と
し
て

い
て
明
る
い
表
情
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
る
と
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

や
健
康
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

も
の
で
す
。「
高
齢
者
い
き
い

き
都
市
構
想
」の
策
定
を
機
に
、

地
域
の
様
々
な
活
動
に
参
加
し

健
康
維
持
に
取
り
組
む
人
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
い
き
い
き
都
市
構
想

◉
基
本
理
念
◉

　「
高
齢
者
い
き
い
き
都
市
」

と
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
高
齢
期
を
健
や
か
に
、

自
分
ら
し
い
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
で
、
ま
ち
全
体
が
活
力

あ
る
も
の
と
な
る
姿
を
表
し

た
も
の
で
す
。

■
目
指
す
将
来
像

　
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮

ら
す
笑
顔
と
活
力
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち 

■
基
本
目
標

◎
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高

齢
者
が
健
や
か
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち

◎
高
齢
者
が
知
的
探
求
心
を

失
う
こ
と
な
く
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
楽
し
く
学
び
集
え
る

ま
ち

◎
社
会
参
加
や
社
会
貢
献
な

ど
高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
が

充
実
し
た
ま
ち

◎
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち

河内長野市老人クラブ連合会

会長　曽
そ

和
わ

 孝
こ う

司
じ

 さん

高齢者自身が取り組む「健康づくり」
　いくつになってもいきいきと活動的な生活を
送るために、高齢者を含めた市民の一人ひとりが
健康に対する意識を持ち、介護予防や健康づくり
活動に自ら取り組むことで、適切な健康管理を行
えるよう支援します。
▶健康づくりへの意欲の向上　▶健康への意識
を高める情報発信　▶地域での健康づくり

生涯を通じた学習や交流の「機会づくり」
　生涯を通じ学ぶ楽しさを持ち続けられるよう、
多種多様な学習の機会を提供し、学びを通した
自己の充実と新たな仲間づくりを支援します。
また仲間との集いを通じてより広く地域とふれ
あい、ぬくもりを感じられるまちを目指します。
▶生涯学習の推進　▶クラブ活動を通じた交流機会の
充実　▶ICT（情報通信技術）を活用した交流の拡大

高齢者の力を活かす「場づくり」
　高齢者が、自らの豊かな知識や経験、培った人
脈などを活

い

かせるよう、積極的な社会参加や地域
貢献活動への参加につながる機会や場を提供し、
地域の支え手として活躍できるまちを目指します。
▶就労への支援　▶市民公益活動の支援　▶新
たなボランティア活動への環境整備

安心して暮らせる人と人との「きずなづくり」
　地域で積極的に活動する高齢者を中心に、人
と人との温かいつながりと地域のきずなによっ
て安心して暮らせるまちを目指します。
▶地域コミュニティへの支援　▶集いの場を通
じたきずなづくり　▶地域の見守りネットワーク

　
当
会
と
し
て
も
、

新
た
な
事
業
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
よ
り
多

く
の
み
な
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▲シルバー人材センターでの就労 ▲地域の見守り活動

▲モックル介護予防体操講座 ▲福祉センター錦渓苑での講座
写真真真真はははシはシはシはシはシはシはははシルバルバルバルバルバルバルルバー人ー人ー人ー人人材セ材セ材 ンタンタンタンタタンタタンタンタンタンタンタタタンタタタンタンタンタンタンタン ーのーのの子ど子ど子どももも一一も一一時預時預時預預時預預預時預預預預時時預時預時預預預時預かかかりかかりかかか 「に「 こにこルームム」の」のののののののの様様様様子

シニアパワーでまちを元気に

活躍 生きがい

健康
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■
仕
事
の
内
容

◎
草
刈
り
・
清
掃
・
チ
ラ
シ
配
布
・

蜂
の
駆
除
・
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

◎
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
子
ど
も

一
時
預
か
り

◎
毛
筆
筆
耕
・
あ
て
名
書
き
・
事

務
処
理
・
駐
車
場
管
理

◎
パ
ソ
コ
ン
指
導
、
な
ど

問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
☎
65
・
０
２
５
６
）

高
齢
者
の
運
動
教
室

■
健
康
体
操

対
象　

運
動
が
で
き
る
65
歳
以
上

の
市
内
在
住
者

と
き　

４
月
22
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
〜
21
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
の
森
渕
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ　

森
渕
さ
ん

（
☎
℻
54
・
３
８
３
４
）

い
き
い
き
介
護
教
室

　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
市
内

在
住
者
を
対
象
に
し
た
催
し
で
す
。

①
ミ
ニ
サ
ロ
ン
〜
み
ん
な
集
ま
れ
！

の
ん
び
り
春
を
感
じ
ま
し
ょ
う
〜

と
き　

４
月
９
日
㈭
午
前
11
時
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ　

観
心
寺

内
容　

寺
内
散
策
と
交
流
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
入
山
料
）

申
し
込
み　

４
月
８
日
ま
で
に
東

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

東
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・
０
１
８
０
）

②
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
健
康

体
操
で
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

疲
れ
が
と
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

元
気
に
な
る
体
操
を
し
ま
す
。
交

流
会
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

４
月
15
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

55
・
３
４
５
１
）

　

平
成
26
年
９
月
末
現
在
、
本
市

の
高
齢
化
率
は
29
・
４
％
で
、
平

成
29
年
に
は
32
・
１
％
に
な
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
こ
の

た
び
第
６
期
（
平
成
27
〜
29
年

度
）
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

基
づ
く
施
策
の
基
本
方
向

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
基
盤
づ
く
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強

化
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
な
ど
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

②
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
予

防
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
健
康
推

進
事
業
や
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
（
新
し
い
総
合
事

業
）
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

新
し
い
総
合
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

③
認
知
症
施
策
の
推
進

　

国
の
「
認
知
症
施
策
推
進
５
か

年
計
画
」、「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

④
高
齢
者
の
尊
厳
と
権
利
を
守
る

仕
組
み
づ
く
り

　

高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
成
年
後

見
制
度
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ

る
住
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
住
宅
お
よ
び
公
共
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
防
災
・
防
犯

対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑥
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
参
加
の
促
進

　
「
高
齢
者
い
き
い
き
都
市
構
想
」

に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
い
き
い
き

と
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

対
象
に
明
記
の
な
い
も
の
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

が
対
象
▼
催
し
な
ど
で
費
用

の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

▼
申
し
込
み
が
必
要
な
催
し

な
ど
の
持
ち
物
は
主
催
者
か

ら
の
連
絡
な
ど
で
確
認
を
▼

先
着
順
の
申
し
込
み
で
時
間

の
記
載
の
な
い
も
の
は
午
前

９
時
か
ら
受
付
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
住

所
・
電
話
番
号
の
記
載
が
な

い
も
の
は
市
役
所
へ
（
業
務

日
・
時
間
は
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
、

祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

◉
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
催

し
な
ど
へ
の
来
場
は
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
を
。

くろまろ塾

市民大学くろまろ塾・くろまろキッズ
の認定講座や催しにはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

市役所
〒586 - 8501（住所不要）
☎53 -1111（代表）

◉
掲
載
情
報
の
見
方
◉

■
４
月
は
会
員
増
強
月
間

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
説
明
会
を
受
講
し
た
人

※
説
明
会
は
毎
月
第
２
・４
水
曜
日

（
12
月
は
第
２
水
曜
日
の
み
）
午
後

１
時
か
ら
開
催
▽
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
確
認
で
き
る
も
の
、

印
鑑
、
通
帳
、
年
会
費
２
０
０
０

円
を
持
っ
て
必
ず
本
人
が
参
加
を
。

■高齢者人口・要介護（要支援）認定者・介護保険給付費総額の推移（27年以降は推計）
平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

高齢者人口（65歳以上） 29,867 人 31,187 人 32,651 人 33,454 人 34,183 人 34,801 人

高齢化率 26.3％ 27.7％ 29.4％ 30.3％ 31.2％ 32.1％

要介護（要支援）認定者 6,162 人 6,606 人 6,890 人 7,195 人 7,600 人 8,057 人

介護保険給付費総額 79億2000万円 83億1000万円 86億1000万円 93億9000万円 98億9000万円 105億1000万円

※高齢者人口は各年９月末の数値▷平成26年介護保険給付費総額は決算見込み額。

◉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

豊
か
な
知
識
や
経
験
を

社
会
の
た
め
に

第６期高齢者保健福祉計画及び
介護保険事業計画を策定

問い合わせ　いきいき高齢課・介護保険課

センターの活性化に

あなたの力を
　シルバー人材センターは、みなさんか
ら臨時的・短期的な仕事などを請け負
い、登録会員に就業機会を提供している
公的な団体です。センターには現在、約
900人の会員が在籍しています。
　高齢化が進行する中、センターが高
齢者や地域社会のニーズに的確に応え
ていくためには、より幅広い仕事をお引
き受けするなど、センターの活性化が
不可欠です。そして、そのためには、さ
らに多くの豊かな知識や経験が必要と
なります。
　センターでの就労は、仲間づくりや自
分自身の健康保持、地域社会への貢献
にもつながります。この機会に多くの人
に会員になっていただき、共にセンター
を運営していきたいと思っています。

住み慣れた場所で
笑顔で暮らし続けるために

　昨年９月から南花台をモデル地区として、市が地域住民と
ともに府や大学、民間企業などと連携し、まちづくりを研究
しながら準備を進めてきた「スマートエイジング・シティ」
団地再生モデル事業。そのキックオフ・ミーティングが３月
７日、旧南花台西小学校であり、100人を超える地域住民ら
が参加しました。
　同事業は、多世代がつながり、住み慣れた場所で健康で
自立して暮らし続けられるまちを目指す取り組み。この日は、
事業の説明会のほか、㈱タ
ニタによる健康セミナーや
体組成の計測などが行わ
れ、来場した人たちは、今
後のまちづくりや自身の健
康について考えました。
問い合わせ　政策企画課

河内長野市シルバー
人材センター
事務局長　

山
や ま

本
も と

 惠
し げ

章
あ き

 さん

今月の焦点◉高齢者いきいき都市構想を策定
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４
月
か
ら
の
改
正
内
容

①
低
所
得
者
の
第
１
号
被
保
険
者

保
険
料
の
軽
減
割
合
を
拡
大

　

介
護
保
険
給
付
費
の
５
割
の
公

費
と
は
別
に
、
新
た
に
公
費
を
投

入
し
乗
率
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
・
28
年
度
は
第
１
段
階

対
象
者
（
９
ペ
ー
ジ
表
参
照
）
の

負
担
割
合
を
０
・
５
か
ら
０
・
45

に
軽
減
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
29

年
度
の
軽
減
率
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

見
直
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

②
介
護
報
酬
の
改
定

　

介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

に
支
払
う
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

③
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
基
準
を

変
更

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
新
規

入
所
は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３

以
上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護

１
・
２
の
人
な
ど
は
引
き
続
き
入

所
で
き
、
要
介
護
１
・
２
で
も
認

知
症
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
れ
ば
、
新
規
入
所
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
か
ら
の
改
正
内
容

④
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の

利
用
者
負
担
が
２
割
に

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
が

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

利
用
者
負
担
が
1
割
か
ら
2
割
に

な
り
ま
す
。

２
割
負
担
に
な
る
人　

本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

の
人
（
た
だ
し
、
年
金
収
入
と
そ

の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が

単
身
で
２
８
０
万
円
未
満
、
65
歳

以
上
〈
第
１
号
被
保
険
者
〉
の
人

が
２
人
以
上
い
る
世
帯
で
３
４
６
万

円
未
満
の
人
は
１
割
負
担
の
ま
ま

で
す
）

※
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受

け
た
人
に
、
利
用
者
負
担
の
割
合

を
記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
７
月
中
旬
に
発
行
し
ま
す
。

⑤
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
食
費
・
居
住
費
）
の
適
用
要
件

を
変
更

　

市
民
税
非
課
税
の
施
設
利
用
者

の
う
ち
、
配
偶
者
が
市
民
税
課
税

者
で
あ
る
、
ま
た
は
預
貯
金
な
ど

が
一
定
額（
単
身
１
０
０
０
万
円
、

夫
婦
２
０
０
０
万
円
）
を
超
え
る

場
合
は
、
食
費
・
居
住
費
の
補
助

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。　

か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
給

付
の
費
用
は
、
２
９
７
億
円
を
上

回
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

　

保
険
料
は
左
表
の
と
お
り
で
、

基
準
額
は
月
額
５
７
２
０
円
で
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
（
40
〜
64
歳

の
医
療
保
険
加
入
者
）

　

第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
（
健
保
組
合
や

国
民
健
康
保
険
な
ど
）が
算
定
し
、

医
療
保
険
料
と
一
括
し
て
徴
収
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
健
康
保
険

被
保
険
者
証
に
記
載
の
各
医
療
保

険
者
へ
。

介
護
保
険
料（
仮
徴
収
分
）の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
平

成
27
年
度
介
護
保
険
料
（
仮
徴
収

分
）
の
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

■
今
回
通
知
す
る
保
険
料
は
暫
定
額

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
や

市
民
税
の
課
税
・
非
課
税
の
別
な

ど
に
よ
り
、
11
段
階
の
保
険
料
に

分
か
れ
ま
す
（
左
上
表
参
照
）。

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
中
の
合
計

所
得
金
額
な
ど
が
確
定
す
る
ま
で

は
、
平
成
25
年
中
の
合
計
所
得
金

額
な
ど
を
も
と
に
し
た
仮
の
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
年
間
保
険
料
は
７
月
に
通
知

　

年
間
保
険
料
は
７
月
に
確
定
し

ま
す
。
７
月
中
旬
に
、
年
間
保
険

料
と
新
た
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　

市
で
は
、
独
自
の
介
護
保
険
料

の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
収
入
が
少
な
く
生
活
が

苦
し
い
人
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
世
帯
の
年

間
収
入
や
預
貯
金
合
計
額
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
通
知
書
と
同
時
に
送
付
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 27年度から
介護保険制度が変わります
制度改正のポイントや、平成 27年度からの介護保険料についてお知らせします。
問い合わせ　介護保険課

■利用者負担の上限（１か月）
利用者負担段階区分 上限額（世帯合計）

◎現役並み所得者（新設） 44,400円
○市民税課税世帯 37,200円
○市民税非課税世帯 24,600円
○合計所得金額および課税年金収入
額の合計が80万円以下の人
○老齢福祉年金の受給者

15,000円（個人）

○生活保護の受給者など 15,000円

段階 対象者 年間保険料 月額保険料

1

◎生活保護の受給者
◎市民税非課税世帯に属す
る老齢福祉年金受給者
◎世帯全員市民税非課税
で、課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円
以下の人

30,888円
(基準額×0.45) 2,574円

２
◎世帯全員市民税非課税
で、課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円
超え120万円以下の人

48,048円
(基準額×0.7) 4,004円

３
◎世帯全員市民税非課税
で、課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万
円を超える人

51,480円
(基準額×0.75) 4,290円

４
市民税課税世帯に属する本
人市民税非課税で、課税年
金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の人

58,344円
(基準額×0.85) 4,862円

５
市民税課税世帯に属する本
人市民税非課税で、課税年
金収入額と合計所得金額の
合計が80万円を超える人

68,640円
(基準額 ) 5,720円

６
本人が市民税課税で、合計
所得金額が125万円未満
の人

75,504円
(基準額×1.1) 6,292円

７
本人が市民税課税で、合計
所得金額が125万円以上
200万円未満の人

85,800円
(基準額×1.25) 7,150円

８
本人が市民税課税で、合計
所得金額が 200万円以上
400万円未満の人

102,960円
(基準額×1.5) 8,580円

９
（新設）

本人が市民税課税で、合計
所得金額が 400万円以上
600万円未満の人

116,688円
(基準額×1.7) 9,724円

10
（新設）

本人が市民税課税で、合計
所得金額が 600万円以上
800万円未満の人

123,552円
(基準額×1.8) 10,296円

11
（新設）

本人が市民税課税で、合計
所得金額が 800万円以上
の人

130,416円
(基準額×1.9) 10,868円

護
保
険
給
付
の
費
用
が
増
え
る

と
、
財
源
と
な
る
保
険
料
の
額
を

引
き
上
げ
て
補
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
ど
の
く
ら
い
の

人
が
ど
の
よ
う
な
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
く
か
な
ど
の

費
用
を
見
込
み
、
財
源
と
な
る
保

険
料
を
改
定
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
27
年
度

　

市
で
は
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴

い
、
今
後
さ
ら
に
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
が
増
加
す
る
こ
と
で

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
、
介
護

保
険
給
付
費
も
増
加
し
て
い
く
と

推
計
し
て
い
ま
す
（
７
ペ
ー
ジ
表

参
照
）。
介
護
保
険
制
度
は
、
40

歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
と

税
金
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
介

平
成
27
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

※第１段階は、平成27・28年度の負担軽減強化後の割合です。
※本人の収入状況に応じた保険料額とするため、第９段階から
第11段階を新設しました。

■第１号被保険者（65歳以上）の所得段階別
介護保険料額（平成 27～ 29年度）

⑥
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

者
負
担
段
階
区
分
を
新
設

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

の
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利
用
者
負
担

段
階
区
分
（
所
得
な
ど
応
じ
た

区
分
）
に
、「
現
役
並
み
所
得
者
」

（
同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万

以
上
の
人
が
い
て
、
年
収
が
単
身

３
８
３
万
円
以
上
、
夫
婦
５
２
０
万

円
以
上
）
を
新
設
し
、
上
限
額
を

設
定
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。

※
詳
し
く
は
本
紙
６
月
号
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
４
月
中
旬
に
送
付
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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消
防
本
部
で
は
、
救
急
救
命
士

法
施
行
規
則
の
改
正
を
受
け
て
、

４
月
以
降
の
体
制
が
整
っ
た
段
階

で
、
救
急
救
命
士
が
救
急
現
場
や

救
急
車
内
で
行
う
処
置
の
範
囲
を

拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
処
置
に

際
し
て
は
一
定
の
時
間
が
か
か

り
、
病
院
ま
で
の
時
間
が
若
干
延

長
す
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す

が
、
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
や

後
遺
症
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
医
師
の
具
体
的
な
指

示
の
も
と
、
適
切
な
手
順
に
沿
っ

た
処
置
を
必
要
に
応
じ
て
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
拡
大
さ
れ
る
処
置

は
次
の
①
と
②
で
す
。

無
料
）。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
下
図
）
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
可
能
。

問
い
合
わ
せ　

府
警
察
本
部
府
民

安
全
対
策
課
（
☎
06
・
６
９
４
３

・
１
２
３
４
）

防
災
ま
ち
づ
く
り
講
座

　

災
害
時
に
地
域
が
連
携
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
地
域
で
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き　

５
月
14
日
㈭
、
６
月
18
日

㈭
、
８
月
20
日
㈭
、
10
月
15
日
㈭
、

12
月
17
日
㈭
、
２
月
18
日
㈭
午
後

運
転
者
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

▽
受
付
は
午
後
６
時
30
分
〜
（
５

月
９
日
は
午
後
１
時
30
分
〜
）
▽

講
習
は
午
後
７
時
〜
（
５
月
９
日

は
午
後
２
時
〜
）

※
当
日
直
接
会
場
へ

持
ち
物　

運
転
者
講
習
カ
ー
ド

（
小
中
学
校
が
会
場
の
場
合
は
ス

リ
ッ
パ
も
）

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課
ま
た

は
河
内
長
野
交
通
安
全
自
動
車
協

会
（
☎
53
・
３
０
９
２
）

も
、
今
ま
で
ど
お
り
の
救
急
搬
送

が
な
さ
れ
、
不
利
益
を
こ
う
む
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
中
の
救
急
件
数

が
過
去
最
多
に
！

　

こ
の
よ
う
に
、
病
院
前
救
護
体

制
の
充
実
を
目
的
と
し
て
救
急
業

務
の
高
度
化
が
国
を
あ
げ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急
需
要

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
平
成

26
年
中
の
救
急
件
数
は
過
去
最
多

の
４
８
８
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
高
い
事
案
に
救
急
車

が
す
ぐ
駆
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
限

ら
れ
た
医
療
資
源
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

とき ところ とき ところ

４月13日㈪ 楠台自治会館 ４月22日㈬ 三日市小学校

４月14日㈫ 楠小学校 ４月23日㈭ 寺元集会所

４月15日㈬ 小山田小学校 ４月24日㈮ 天見小学校

４月16日㈭ 加賀田小学校 ４月28日㈫ 滝畑コミュニティセンター

４月20日㈪ 天野小学校 ４月30日㈭ 美加の台小学校

４月21日㈫ 高向小学校 ５月９日㈯ キックス

か わ ち な が の

ニュースフラッシュ

◉防火パレード
　３月１日から７日までの春の全国火災予防
運動を前に２月24日、ひなぎく幼稚園の園児
154 人による防火パレードが同園周辺の道路
で行われました。法

は っ ぴ

被姿の園児たちが、神
み こ し

輿を
かつぎ、拍子木を打ち鳴らしながら、｢火の用
心 ｣を呼び掛けました。パレード終了後には、
園児たちが元気よく｢火遊びをしません ｣など
と宣言し、防火への誓いを立てていました。

◉消防合同訓練を実施

　２月 25日、河内長野ガス株式会社（昭栄町）
で春の全国火災予防運動に伴う消防合同訓練
が実施されました。訓練には、同社職員や消
防署員、消防団員など約 50 人が参加。はし
ご車による救出や応急処置の訓練などが行わ
れ、参加した人たちは、防火意識を新たにし
ていました。

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
８
月
20

日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
▽
６

回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

河
内
長
野
ガ
ス
㈱
（
昭

栄
町
）

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）の
講
習
会
や
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
訓
練
、
非
常

食
体
験
な
ど

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
５
日
〜
30
日

に
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」（
☎
53
・

８
１
０
０
▽
受
付
は
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▽
火
曜
日
休
館
）
へ

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

①低血糖性の意
識障害の可能性
がある傷病者に
対して血糖測定
を行い、低血糖が
確認された場合
にはブドウ糖溶
液を投与します。

②血圧が低
下し、心臓
が停止する
危険性があ
るショック
状態の傷病
者に点滴を
行います。

救
急
救
命
士
に
よ
る

新
た
な
処
置
が
開
始
さ
れ
ま
す

　「どこの病院に行けばいいか分
からない」、「救急車を呼ぶべきか
迷う」時は救急医療相談窓口の利
用を。（※緊急性がある場合はた
めらわずに119番！）
救急安心センターおおさか（24
時間 365日対応）
＃7119または☎06-6582-7119
小児救急医療電話相談事業（午
後８時～翌朝 8時 365日対応）
＃8000または☎06-6765-3650
※なお、消防本部のホームページ
では「救急車の上手な利用法」を
案内しています。
※ＱＲコード（右
図）からもアクセ
ス可能。

救急のことで迷ったら

※
拡
大
さ
れ
た
２
行
為
は
決
め
ら

れ
た
教
育
を
受
け
て
認
定
さ
れ
た

救
急
救
命
士
の
み
が
実
施
し
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
師
な
ど
の
指
示

を
優
先
し
処
置
を
断
っ
た
場
合

　

安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、
ひ
っ
た
く

り
や
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
、

女
性
に
対
す
る
性
犯
罪
情
報
を
、

警
察
署
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
タ
イ

ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
配
信
種
別
や
受
信
時

間
、
受
信
地
区
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（http://w

w
w
.info.police.

pref.osaka.jp/userM
enu.do

）

か
ら
設
定
で
き
ま
す
（
登
録
料
は

防犯に安まち
メールの活用を

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課
（
☎
53
・
７
７
９
９
）



■
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

　

パ
ソ
コ
ン
の
製
造
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
は
、
資
源
の
有
効
活
用
と

廃
棄
物
の
削
減
を
目
的
に
、
使
わ

な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
自
主
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

棄
物
を
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
ら
の
責
任

で
適
正
に
処
理
で
き
な
い
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
市
へ
収
集
運
搬
申
し
込

み
が
必
要
で
す
（
た
だ
し
、
産
業
廃

棄
物
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

ご
み
処
理
券
・
し
尿
く
み

取
り
券
販
売
店
を
廃
止

　

次
の
ご
み
処
理
券
・
し
尿
く
み

取
り
券
販
売
店
を
廃
止
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㈲
山
大
商
店
（
西
之
山
町
７
の
６
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

■
納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

平
成
26
年
度
市
税

　

平
成
26
年
度
市
税
（
市
・

府
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
）
は
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
納
付
せ
ず

放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
り
、

公
売
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
納
付
が
困

難
な
場
合
は
早
急
に
相
談
を
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

■
平
成
27
年
度
固
定
資
産
公

課
証
明
書
の
発
行
は
５
月
か
ら

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産

公
課
証
明
書
は
、
５
月
１
日

か
ら
発
行
し
ま
す
。
な
お
、

平
成
27
年
度
固
定
資
産
評
価

証
明
書
は
、
４
月
１
日
か
ら

発
行
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定

資
産
税
係

■
法
人
市
民
税
の
税
率
が
変

わ
り
ま
し
た

　

税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成

26
年
10
月
１
日
以
降
に
開
始

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー
か
パ

ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
（
☎
03
・

５
２
８
２
・
７
６
８
５
）
へ
問
い
合

わ
せ
を
。
な
お
、
市
で
は
パ
ソ
コ

ン
の
回
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）

の
適
正
処
理
に
ご
協
力
を

　

商
店
や
飲
食
店
、
工
場
、
病
院
な

ど
の
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
で

生
じ
た
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
家
庭

系
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
ご
み
置
場

な
ど
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、「
事
業
者
は
、

そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃

加
賀
田
、
菊
水
町
、
楠
ケ
丘
、
栄
町
、

汐
の
宮
町
、
西
片
添
町
、
東
片
添

町
の
各
一
部
な
ど
の
約
８・
９
㌶
に

つ
い
て
賦
課
徴
収
し
ま
す
。
こ
れ
ら

以
外
の
区
域
で
も
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
次
年
度
以
降
に
順
次

賦
課
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

賦
課
区
域
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ん
へ

■
４
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付

　

４
月
下
旬
に
、
賦
課
対
象
区
域

の
公
告
を
す
る
と
と
も
に
、
区
域
内

で
対
象
と
な
る
土
地
所
有
者
の
み

な
さ
ん
に
「
受
益
者
負
担
に
関
す

る
申
告
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
１

か
月
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書
は

７
月
に
送
付

　

平
成
27
年
度
賦
課
分
は
、
事
前

に
申
告
い
た
だ
い
た
内
容
に
基
づ

き
受
益
者
と
負
担
金
総
額
を
決
定

し
ま
す
。
そ
し
て
、
７
月
初
旬
に

受
益
者
の
み
な
さ
ん
に
受
益
者
負

担
金
の
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
賦
課
と
26

年
度
賦
課
の
受
益
者
負
担
金
を
期

別
納
付
さ
れ
て
い
る
人
も
、
７
月

上
旬
に
平
成
27
年
度
第
１
期
お
よ

び
第
２
期
分
の
納
入
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
通
知
書
に
記
載
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

河
川
に
廃
油
な
ど
を

捨
て
な
い
で

　

市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
市

内
に
あ
る
４
か
所
の
浄
水
場
で
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

浄
水
場
の
水
源
で
あ
る
河
川
に
側

溝
か
ら
捨
て
ら
れ
た
廃
油
な
ど
が

流
入
し
、
浄
水
場
が
停
止
す
る
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
水
源
保
全
の
重
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
河
川
や
側
溝
に
廃

油
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

経
営
総
務
課

す
る
事
業
年
度
分
か
ら
、
法

人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
税

率
が
変
更
に
な
り
ま
し
た（
左

表
参
照
）。
た
だ
し
、
申
告
日

が
平
成
26
年
10
月
１
日
以
降

で
あ
っ
て
も
、
申
告
す
る
事

業
年
度
の
開
始
日
が
平
成
26

年
９
月
30
日
以
前
の
場
合
は

変
更
前
の
税
率
で
計
算
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
市
に
登
録
の
あ
る

法
人
等
に
は
、
申
告
書
送
付

時
に
ご
案
内
を
同
封
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
税
制
係

下
水
道
整
備
で

快
適
な
生
活
環
境
を

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。
★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉食用廃油の回収
ところ ４月 ５月

千代田公民館 20日 11日
南花台公民館 23日 21日
高向公民館 ー 20日
加賀田公民館 10日 ー
三日市公民館 24日 ー
くすのかホール ー 25日
あやたホール 27日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。
★食用廃油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

法人の区分
事業年度の開始日

平成26年
９月30日以前

平成26年
10月１日以降

資
本
金
等
の
金
額

１億円を超
える法人等 14.7％ 12.1％

１億円以下
の法人等 12.3％ 9.7％

問
い
合
わ
せ　

経
営
総
務
課

　

市
で
は
、
府
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
と
河
川
や
海
な
ど
の
水
質
を

保
全
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
で
す
。
国
の
補
助
金
、

都
市
計
画
税
な
ど
に
よ
る
収
入
を

充
当
す
る
ほ
か
、
末
端
管
き
ょ
の

工
事
費
の
一
部
は
受
益
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
の
施
設
が
完
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
区

域
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
そ
の
建

設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
益
者
負
担

金
と
い
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
都
市
計
画

法
の
規
定
に
基
づ
く
市
の
条
例
に

よ
り
賦
課
・
徴
収
し
ま
す
。
こ
の
負

担
金
は
、
事
業
の
進
展
に
応
じ
て
、

汚
水
処
理
が
可
能
に
な
る
区
域
に

順
次
賦
課
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

一
度
賦
課
さ
れ
る
と
重
ね
て
賦
課
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
土
地
所
有
者
な
ど
が
負
担

　

受
益
者
負
担
金
は
、
次
の
よ
う

に
算
出
し
ま
す
。
ま
ず
、
地
形
や

整
備
計
画
の
年
数
な
ど
か
ら
一
定
の

負
担
区
域
を
設
定
し
ま
す
。
次
に
、

そ
の
区
域
内
の
下
水
道
整
備
に
要

す
る
費
用
を
算
定
。
そ
の
区
域
内

面
積
で
１
平
方
㍍
当
た
り
の
単
価

を
算
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
所
有
者
（
借
地
権

な
ど
の
権
利
が
あ
る
場
合
は
そ
の

権
利
者
）
は
、土
地
の
面
積
に
応
じ
、

受
益
者
負
担
金
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

27
年
度
賦
課
区
域
は

約
８・
９
㌶

　

今
年
度
は
、
市
町
や
上
原
町
、

上
原
西
町
、
小
塩
町
、
小
山
田
町
、

■上限200円運賃などを継続します
　モックルコミュニティバスと路線バス・千代田線（河
内長野駅前～木戸東町）で実施している下記の試行運行
を、平成 28年３月末まで１年間延長します。今後、利
用者が増えることで試行運行の継続を検討しますので、
積極的なご利用をお願いします。

試行運行の内容　モック
ルコミュニティバス＝上
限 200 円運賃での運行と
同伴者割引（日曜日限定
で利用者１人につき同伴
者１人の運賃が無料）の
実施、路線バス・千代田
線＝上限 200 円運賃での
運行
問い合わせ　都市創生課

パ
ソ
コ
ン
は

ご
み
に
出
せ
ま
せ
ん

税
金
の
お
知
ら
せ

バスをご利用ください
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重
度
障
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

対
象　

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
人
（
本
市
以
外
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
持
つ
人

は
除
く
）

助
成
方
法　

１
乗
車
に
つ
き
初
乗

り
運
賃
相
当
額
の
利
用
券
を
交
付

※
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
月

数
×
２
枚
（
年
間
最
大
24
枚
）。

申
請　

印
鑑
と
障
が
い
者
手
帳
を

持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
平
成
26
年
度
に
利
用
券
を
交
付

し
た
人
に
は
４
月
上
旬
に
平
成
27

年
度
分
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

ペ
ア
レ
ン
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

演
習
や
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が
い

の
子
ど
も
の
保
護
者
（
子
ど
も
の

年
齢
は
５
歳
〜
高
校
２
年
生
）

と
き　

５
月
13
日
〜
10
月
28
日
の

水
曜
日
の
う
ち
10
日
▽
時
間
は
午

前
９
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
か
み
ね

定
員　

10
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

４
月
30
日
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５

９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
を

見
学
し
ま
し
ょ
う

対
象　

市
内
在
住
の
聴
覚
障
が
い
者

と
き　

４
月
20
日
㈪
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分

集
合　

府
立
花
の
文
化
園
前

行
き
先　

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　

６
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

４
月
13
日
ま
で
に
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

※
昼
食
代
な
ど
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
◉

第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想

（
素
案
）に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

　

市
で
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
５
次
総
合
計

画
」（
平
成
28
〜
37
年
度
）
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

た
び
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
市

の
諮
問
を
受
け
、
基
本
構
想
の
素

案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
方
法　

所
定
の
意
見
提
出
用

紙
で
４
月
20
日
〜
５
月
20
日
に
政

策
企
画
課
へ
（
当
日
消
印
有
効
）

※
素
案
と
意
見
提
出
用
紙
は
、
情

報
セ
ン
タ
ー
、
キ
ッ
ク
ス
、
ラ
ブ

リ
ー
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
あ
や

た
ホ
ー
ル
、
く
す
の
か
ホ
ー
ル
、

三
日
市
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
主
な

公
共
施
設
に
備
え
て
い
ま
す
▽
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
し
、
意

見
を
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

▽
意
見
に
対
す
る
個
別
対
応
は
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課

い
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

◉
市
民
自
由
提
案
部
門

　

テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な
発

想
で
事
業
を
提
案
で
き
ま
す
。

■
成
案
化
ま
で
の
流
れ

◉
る
ー
ぷ
ら
ざ
で
事
前
相
談
の
受
付

　

問
い
合
わ
せ
は
る
ー
ぷ
ら
ざ

（
☎
53
・
８
１
０
０
）
へ
。

◉
提
案
の
募
集

申
し
込
み　

４
月
８
日
〜
６
月
22

日
に
市
民
協
働
課
へ

※
７
月
中
旬
頃
ま
で
に
提
案
内
容

に
関
係
す
る
部
署
と
事
前
協
議
を

行
い
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
９
月
頃
を
予
定
）
に
よ
る
審

査
を
経
て
、
成
案
化
を
目
指
し
ま

す
▽
予
算
が
必
要
な
も
の
は
次
年

度
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働
課

市
と
の
協
働
事
業
の

新
た
な
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
と
行
政
の
協
働
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
地
域
や
社
会
の
課
題

を
効
果
的
・
効
率
的
に
解
決
し
、

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

協
働
事
業
提
案
制
度
で
は
、
市
民

公
益
活
動
団
体
な
ど
か
ら
、
専
門

性
や
柔
軟
性
を
生
か
し
た
事
業
の

提
案
を
公
募
し
ま
す
。
な
お
、
提

案
さ
れ
た
事
業
は
、
審
査
・
選
定

の
う
え
実
施
し
ま
す
。

■
提
案
の
種
類

◉
市
設
定
テ
ー
マ
部
門

　

市
が
提
示
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
を
提
案
で
き

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
市
民
主
体
で
公
園
・
緑
地
を
守

り
育
て
る
（
公
園
河
川
課
）

②
い
ま
走
っ
て
い
る
路
線
バ
ス
の

有
効
利
用
策
を
（
都
市
創
生
課
）

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
く
の
人
が
市
に「
関

心
」
を
持
つ
（
都
市
魅
力
戦
略
課
）

④
河
内
長
野
市
の
「
都
市
ブ
ラ
ン

ド
」
の
推
進
（
都
市
魅
力
戦
略
課
）

※
各
テ
ー
マ
の
概
要
は
市
民
公
益

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら

ざ
」
な
ど
の
公
共
施
設
に
配
置
し

て
い
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

障
が
い
者

関
連
の

お
知
ら
せ

■
実
践
報
告
会
を
開
催

　

発
達
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の

様
子
な
ど
を
書
い
て
お
き
、
誰
も

が
サ
ポ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
た
め

の
フ
ァ
イ
ル「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」。

昨
年
４
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
た

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
「
は
ー
と
」
の

実
践
報
告
会
が
２
月
16
日
、
市
役

所
で
あ
り
、
保
護
者
や
学
校
、
幼

稚
園
、
支
援
機
関
関
係
者
な
ど
約

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
保
護
者

や
支
援
機
関
関
係
者
ら
が
取
り
組

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
ま

た
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
に

携
わ
っ
た
大
阪
大
谷
大
学
教
授
の

小お

田だ

浩ひ
ろ

伸の
ぶ

さ
ん
が
そ
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
講
演
し
、
積
極
的
な

活
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
参
加

し
た
人
た
ち
は
、
意
見
交
換
や
講

演
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

まちづくりに
みなさんの力を
～みんなで一緒につくるまち～

天見地域まちづくり協議会が設立
地域で活動する多様な団体が連携し、住民が力を合わせて地域

課題の解決に取り組む「地域まちづくり協議会」。２月21日には天
見小学校区で、市内11番目となる「天見地域まちづくり協議会」
が設立されました。同校区では、天見地区自治会連合会をはじめと
する地域団体が地域の資源や課題について意見交換を行い、恵まれ
た自然と交通の利便性を生かし、住民や地域団体が連携してまちづ
くりを進めるため、協議会の設立に向け準備を進めてきました。
　同協議会では今後、「地元産物の生産・加工・販売を支援しもの
づくりの意欲を高める」「地域の良さを広報し外部からの来訪者の
増加を図る」「地域内外の
人々との交流・ふれあいを
促進する」「安全・安心な
生活環境の維持」などの
活動に取り組まれます。
問い合わせ　市民協働課

要約筆記奉仕員養成講座
■パソコン要約筆記コース　
　聴覚障がい者などへの情報提供を促進
するために必要なパソコン要約筆記技術
を学びます。
対象　河内長野市・富田林市・大阪狭山市・
太子町・河南町・千早赤阪村在住・在学・
在勤の18歳以上で、講座終了後、各市町村
の要約筆記奉仕員として活動できる人▷他
にも一定条件あり▷詳しくは問い合わせを
とき　５月10日～８月２日の毎週日曜日
のうち11日▷時間は午前９時～正午
ところ　キックス
定員　10人（抽選）
申し込み　障がい福祉課にある申込書で
４月17日までに同課へ（電話不可）
※教材費など実費が必要。
問い合わせ　障がい福祉課

「ぼーけんじま」ボランティアを募集
　社会参加促進活動「ぼーけんじま」では、
知的障がい者の週末の余暇活動を支援して
います。この活動を共にしていただけるボ
ランティアを募集します（活動は毎月１～
２回程度）。内容など詳しくは問い合わせを。
申し込み・問い合わせ　相談支援センター
あーる（☎ 20-6575、℻ 55-3113）

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

「
は
ー
と
♡
」の
活
用
を
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周
囲
を
小
高
い
山
々
で
囲
ま
れ

た
滝
畑
地
区
は
、
美
し
い
里

山
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
風
景
は
、湖
、滝
、せ
せ
ら
ぎ
、

鎮
守
、村
堂
、
茅か

や

葺ぶ
き

民
家
、
茅
場
な
ど

で
形
づ
く
ら
れ
、
季
節
ご
と
に
行
わ

れ
る
祭
礼
や
伝
統
行
事
は
、
地
域
の

魅
力
を
い
っ
そ
う
引
き
出
し
て
い
ま

す
。今
回
取
材
を
行
っ
た
「
光
滝
寺
初

不
動
の
大
餅
撒ま

き
」（
写
真
1
）
も
こ

の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

地
区
に
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
様
々

な
伝
承
も
あ
り
、平
安
時
代
の
天
慶
6

年（
９
４
３
）に
不
動
明
王
が
翁お
き
な

に
姿

を
変
え
、
村
人
に
炭
焼
き
を
教
え
た

と
い
う
伝
説
や
、
平
家
の
落
人
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
た
び
、
地
域
の
歴
史
や

伝
統
的
生
業
を
今
日
に
伝
え
る
光
滝

寺
炭
焼
不
動
堂
の
炭
焼
不
動
尊
（
写

真
4
）
が
市
の

有
形
民
俗
文

化
財
と
な
り

ま
し
た
。

　

光
滝
寺
の
炭
焼
不
動
は
願

い
ご
と
を
一
つ
か
な
え
て
く

れ
る
一
願
成
就
で
有
名
で
、

家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
願

わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
私

が
子
ど
も
の
頃
の
も
ち
撒
き

は
、近
隣
は
も
と
よ
り
、和
泉

や
和
歌
山
か
ら
も
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
露
天
商
も
多
く
立

ち
並
び
、と
て
も
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。今
は
露
天
商
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、境
内
に
は
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
の
人
が
参
詣
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
す
る
地
域
の
伝
統
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

谷
脩し

ゅ
う

三ぞ
う

さ
ん

3 2

1

4

内田哲

シリーズ人権 連 載

ＳＡＴＯＳＨＩ　ＵＣＨＩＤＡ

24 ワールドカップと
震災時の日本人の対応

 あごらシネマクラブ
     　「ちょんまげぷりん」
とき　４月 25 日㈯午後１時
30分～（開場は午後１時）
ところ　キックス
定員　280人（先着順）
※当日直接会場へ。
※１歳～就学前の子どもの一時
保育あり（定員10人▷先着順
▷申し込みは４月10日から電話
で男女共同参画センターへ）。
問い合わせ　ｔｅａｍあごら事
務局（男女共同参画センター内、
☎54-0003）

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ

ジ
ル
大
会
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
予

選
で
敗
退
し
た
選
手
た
ち
が
帰
国

し
た
と
き
、
日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は

厳
し
い
反
応
で
選
手
を
迎
え
る
だ

ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
空
港
で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
温

か
く
出
迎
え
て
い
る
の
を
ニ
ュ
ー
ス

で
知
り
、
少
し
ほ
っ
と
し
た
の
と
同

時
に
「
本
音
な
の
か
な
？
」
と
い
う

思
い
が
交
錯
し
、
や
や
複
雑
な
気

持
ち
で
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
や
は
り

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
で
負
け
た
選
手

に
非
難
の
横
断
幕
を
持
ち
、
罵
声

を
浴
び
せ
て
い
る
国
や
空
港
に
出

迎
え
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
姿
が
な
か
っ

た
国
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
温
か
い
出
迎
え
方
を
し
て
い

る
の
は
日
本
だ
け
だ
ろ
う
か
、
そ

う
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
日
本
人
の

特
性
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
今
格

差
や
貧
困
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
元
世
界
銀
行
副
総
裁
の

西
水
美
恵
子
さ
ん
の
書
い
た
文
章

で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
イ

ギ
リ
ス
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島
に
滞
在
し

て
い
た
西
水
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
日

本
に
い
た
外
国
人
の
部
下
か
ら
「
日

本
か
ら
学
ぶ
10
の
こ
と
」
と
題
し
た

メ
ー
ル
が
届
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◎
平
静
＝
悲
痛
に
胸
を
打
つ
姿
や
悲

嘆
に
取
り
乱
す
姿
な
ど
見
あ
た
ら
な

い
、
悲
し
み
そ
の
も
の
が
気
高
い
。

◎
威
厳
＝
水
や
食
料
を
得
る
た
め

に
あ
る
の
は
秩
序
正
し
い
行
列
の

み
、
乱
暴
な
言
葉
や
無
作
法
な
動

作
な
ど
ひ
と
つ
と
て
な
い
。

◎
品
格
＝
人
々
は
皆
が
何
か
を
買

え
る
よ
う
に
と
、
自
分
に
必
要
な

物
だ
け
を
買
っ
た
。

◎
秩
序
＝
店
舗
で
は
略
奪
が
起
こ

ら
な
い
、
路
上
で
は
追
い
越
す
車

も
警
笛
を
鳴
ら
す
車
も
な
い
、
思

慮
分
別
の
み
が
あ
る
。

◎
良
心
＝
停
電
に
な
っ
た
と
き
、

レ
ジ
に
並
ん
で
い
た
人
々
は
品
物

を
棚
に
戻
し
て
静
か
に
店
を
出
た
。

　

災
害
の
後
に
は
、
発
展
途
上
国

だ
け
で
な
く
先
進
国
で
も
略
奪
や

暴
動
な
ど
の
人
災
が
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
メ
ー
ル
を

送
っ
た
部
下
も
そ
の
経
験
が
あ

り
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る
だ

け
に
被
災
地
の
人
々
の
行
動
に
感

動
し
た
よ
う
で
す
。
当
時
被
災
地

で
は
、
や
は
り
そ
の
部
下
の
知
ら

な
い
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
も
取
り

上
げ
な
い
も
っ
と
ド
ロ
ド
ロ
し

た
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
が
、
同
じ
日
本
人
と
し
て

ち
ょ
っ
と
面お

も

映は
ゆ

い
「
日
本
か
ら
学

ぶ
10
の
こ
と
」
の
メ
ー
ル
は
世
界

を
駆
け
回
っ
た
そ
う
で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
震

災
の
被
害
を
受
け
た
人
々
と
同
列

に
論
じ
る
こ
と
に
無
理
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
よ
さ
、
国

民
性
の
よ
う
な
も
の
が
こ
こ
か
ら

窺う
か
が

え
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
た

だ
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
の
理
不
尽

な
こ
と
や
著
し
い
人
権
侵
害
が
あ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
我
々
は
も
っ
と
怒

り
を
み
ん
な
で
共
に
露あ

ら

わ
に
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　※

内
田
哲
さ
ん
の
「
お
だ
や
か
に

強
く
そ
し
て
前
向
き
に
」
は
今
回

で
終
了
し
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2滝畑の美しい里山風景　
3餅撒きの前に行われる護
摩炊き

3

滝
畑
地
区

（
光
滝
寺
初
不
動
の
大
餅
撒
き
）

◉

滝畑地区
Takihata

※光滝寺は河内長野駅から南
海バス「滝畑ダム」下車、南
へ徒歩約20分

光滝寺本堂



■
退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出
を

　

過
去
に
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

た
年
金
受
給
権
者
と
そ
の
扶
養
家

族
は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
ま
す
。
年
金
証
書
（
ね
ん

き
ん
定
期
便
で
も
可
）
と
国
保
の

保
険
証
、
朱
肉
用
印
鑑
を
持
っ
て

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
対
象
は
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
す
。

◎
65
歳
未
満
の
国
保
加
入
者

◎
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
年
金
を
受
給
で
き
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
も
し
く
は
40

歳
以
降
10
年
以
上
の
人

■
脱
退
す
る
時
も
届
け
出
を

　

現
在
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
が
会
社
に
勤
め
る
な
ど
、
職
場

の
健
康
保
険
の
適
用
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
、
国
保
を
脱
退

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に

認
定
さ
れ
た
人
も
同
様
で
す
。
新

し
い
職
場
で
交
付
さ
れ
た
加
入
者

全
員
分
の
健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー

不
可
）、
脱
退
す
る
全
員
分
の
国
民

健
康
保
険
証
、
そ
の
他
各
種
医
療

証
と
朱
肉
用
印
鑑
を
持
っ
て
、
保

険
年
金
課
へ
速
や
か
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
国
保
を
使
う
と
、

国
保
が
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ

た
医
療
費
を
返
納
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

倒
産
・
解
雇
な
ど
で

離
職
し
た
人
へ

　

国
保
で
は
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
を
有
す
る
特
定
受
給
資
格
者（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
や

特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
）
に
対
し
、
保
険

料
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減

の
適
用
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
や
軽
減
内
容
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
も
、
生
活
習
慣
病

の
発
病
や
重
症
化
予
防
、
健
康
管

理
を
目
的
と
し
た
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
を
行
い
ま
す
。
40

〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
に
対
し
て
、

５
月
中
旬
に
特
定
健
診
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ

ク
半
額
助
成
の
受
付
を
５
月
中
旬

か
ら
開
始
し
ま
す
（
特
定
健
診
対

象
者
は
受
診
券
の
提
出
が
必
要
）。

詳
し
く
は
本
紙
５
月
号
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
仮
算
定
分

納
付
通
知
書
を
送
付

　

４
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
、
平
成

27
年
度
国
民
健
康
保
険
料
仮
算
定

分
納
付
通
知
書
（
４
〜
６
月
分
）

を
送
付
し
ま
す
。
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
４
月
下
旬
に
な
っ

て
も
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
を
。

■
保
険
料
の
本
算
定
は
７
月

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
は
、
26

年
の
所
得
確
定
後
の
７
月
に
算
定

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
〜
６
月
分

は
仮
算
定
分
と
し
、
25
年
の
所
得

を
も
と
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
７

月
に
は
本
算
定
保
険
料
（
確
定
し

た
年
間
保
険
料
総
額
か
ら
仮
算
定

分
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
）

の
納
付
通
知
書
（
７
月
〜
来
年
３

月
分
）
を
送
付
し
ま
す
。

■
仮
算
定
保
険
料
の
修
正

　

平
成
26
年
の
所
得
が
25
年
と
比

べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
、
27
年
度
の
年
間
保
険
料

総
額
が
26
年
度
の
半
分
以
下
に
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
仮
算
定
保
険
料
の
修
正
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
普
通

徴
収
世
帯
の
み
）。希
望
す
る
人
は
、

国
保
加
入
な
ど
の
届
け
出

〜
適
切
な
給
付
を
受
け
る
た
め
に
〜

■
加
入
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
届

け
出
は
、
資
格
取
得
日
か
ら
14
日

以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
取
得

日
か
ら
届
け
出
た
日
の
前
日
ま
で

の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
原
則
返
還
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
、
加
入
の
届

け
出
を
し
た
月
分
か
ら
で
は
な
く
、

資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
資
格
取
得
日
と
は
、
左

記
の
日
に
な
り
ま
す
。

◎
失
業
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険

が
使
え
な
く
な
っ
た
日

※
た
だ
し
、
職
場
の
健
康
保
険
の

任
意
継
続
制
度
に
加
入
し
た
り
、

家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
に
扶
養

確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど
26
年
の

所
得
が
分
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
４
月
30
日
（
口
座
振
替
の

人
は
４
月
23
日
）
ま
で
に
保
険
年

金
課
へ
。
な
お
、
申
し
出
が
な
く

て
も
、
７
月
の
本
算
定
時
に
年
間

保
険
料
総
額
と
の
調
整
は
行
わ
れ

ま
す
。

保
険
料
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

■
保
険
料
の
仮
徴
収

　

国
民
健
康
保
険
料
が
現
在
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
原
則
２

月
分
と
同
じ
金
額
で
４
・
６
・
８
月

の
年
金
支
払
い
時
に
保
険
料
を
仮

徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
以
降

の
保
険
料
の
通
知
書
は
、
７
月
の

本
算
定
後
に
送
付
し
ま
す
。

■
４
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

　

国
民
健
康
保
険
料
が
４
月
か
ら

特
別
徴
収
に
な
る
人
に
は
、
４
月

上
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の

変
更

　

特
別
徴
収
の
対
象
の
人
で
も
、

申
請
に
よ
り
納
付
方
法
を
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す
。
な
お
、
変

更
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

更
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

平
成
27
年
度
の

健
康
診
査
受
診
券
を
送
付

　

健
康
診
査
受
診
券
を
４
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
（
年
度
途
中
に
新

た
に
加
入
す
る
人
に
は
、
誕
生
月
の

翌
月
初
旬
に
順
次
送
付
し
ま
す
）。

　

受
診
券
が
届
く
と
、
広
域
連
合

が
指
定
す
る
医
療
機
関
な
ど
で
、

無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
要
予
約
▽
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
１
回
の
み
）。
ま
た
、
受

診
の
際
は
、
受
診
券
と
被
保
険
者

証
を
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
ま

た
は
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
給
付
課
（
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

家
族
と
し
て
加
入
し
た
り
す
る
な

ど
、
離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
国
保

以
外
の
健
康
保
険
制
度
に
加
入
す

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

◎
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
家
族

か
ら
所
得
要
件
超
過
や
雇
用
保
険

失
業
給
付
受
給
な
ど
に
よ
り
は
ず

れ
た
日

◎
任
意
継
続
の
健
康
保
険
が
使
え

な
く
な
っ
た
日
（
継
続
有
効
期
限

の
翌
日
）

◎
転
入
日
、
世
帯
を
変
更
し
た
日

な
ど

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

国
保
加
入
の
届
け
出
に
は
、
健

康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
朱
肉

用
印
鑑
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

書
類
、
家
族
の
健
康
保
険
証
（
家

族
が
国
保
の
場
合
）
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

※
届
け
出
の
必
要
書
類
が
整
わ
な

い
場
合
で
も
、
用
意
で
き
た
も
の

を
持
っ
て
、
必
ず
14
日
以
内
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

国民健康保険の日曜臨時窓口を開設
■平日お忙しい人はご利用を
とき  ４月26日㈰午前９時～午後５時30分
ところ　保険年金課　
内容　国保の届け出や保険料の納
付、納付相談など
※必要書類などは問い合わせを。
問い合わせ　保険年金課

　国民年金には、20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入
します。第１号被保険者の平成 27年４月から平成 28年３
月の国民年金保険料は、月額 1万 5590 円、付加保険料（任
意）は月額 400円です。
■過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある人は
　保険料の免除（猶予）・学生納付特例の対象期間が拡大さ
れ、失業などにより保険料の納付が困難な場合は、申請日の
２年１か月前の月分まで申請によって保険料が免除される
場合があります。申請する場合は保険年金課または天王寺年
金事務所へ。必要書類など詳しくは問い合わせを。
■学生のみなさんは納付特例制度の申請を
　20歳以上で学生の人は、申請すると納付特例が承認され
る場合があります。申請する場合は、年金手帳と学生証など
を持って保険年金課または天王寺年金事務所へ。
※申請は毎年度必要です。
■退職されたら国民年金の手続きを
　日本国内に住む 20歳以上 60歳未満の人が退職したとき
は、国民年金の第１号被保険者へ変更手続きをお願いしま
す。また、扶養している配偶者も手続きが必要です。
　退職（失業）により保険料の納付が困難なときは、申請に
よって保険料が免除される場合があります。申請する場合
は、年金手帳、離職票、朱肉用印鑑などを持って保険年金課
または天王寺年金事務所へ。
問い合わせ　保険年金課または天王寺年金事務所

（☎ 06-6772-7531）

国民年金

平
成
27
年
度
の
保
険
料
の

納
付
通
知
書
は
７
月
に
送
付

■
現
在
普
通
徴
収
（
窓
口
や
口
座

振
替
納
付
）
の
人

　

７
月
に
納
付
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
７
月
〜
来
年
３
月
の

９
回
に
分
け
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

４
〜
６
月
の
納
付
通
知
書
の
送
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
現
在
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
）
の
人

　

２
月
分
と
同
じ
金
額
で
４
・
６
・

８
月
の
年
金
支
払
い
時
に
保
険
料

を
仮
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月

以
降
の
保
険
料
の
通
知
書
は
、
７

月
の
本
算
定
後
に
送
付
し
ま
す
。

■
４
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

　

４
月
上
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の

変
更

　

特
別
徴
収
の
対
象
の
人
で
も
、

申
請
に
よ
り
納
付
方
法
を
口
座
振

替
に
変
更
で
き
ま
す
。
な
お
、
変

国
民
健
康
保
険問

い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
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　３月６・７日の２日間、ノバティホールで生活情
報展が開催され、870人の市民らが来場しました。
消費生活に関する総合的な情報、知識の普及などを
目的に実施しており、食・エコ・環境・くらしに役
立つ情報やリフォーム・リサイクル作品の展示、か
んたん工作体験が行われました。また、参加者は会
場内の各所に設置されたクイズやアンケートを通し
て、くらしに役立つ知識を楽しく学んでいました。

会場内は多くの人でにぎわいました

❶❷❸市民活動団体の活動紹介と物品販売の様子　❹ボランティア絵画コンクールの受賞者たち

　市制施行60周年記念事業として２月22日、キッ
クスで第15回ボランティア・市民活動フェスティバ
ルが開催され、約4900人が来場しました。この日は、
市民活動団体の活動を紹介する展示や体験、ステー
ジ発表、フリーマーケットのほか、小中学生が市民
活動をテーマに描いた絵画コンクールの作品展と表
彰式などが行われました。また、フェスティバルの
15年間の歩みを振り返った展示もあり、訪れた市民
らは市民活動団体の人たちと交流を図りながら、ボ
ランティアや市民活動への理解を深めていました。

さし出す勇気 受け取る勇気
紡ぐ未来
ボランティア・市民活動フェスティバル

まちの話題をお届けします

❶❷

❹ ❸

楽しく学んで くらしに活かそう
生活情報展

Photo new
s kaw

achinagano

重要文化財の修理現場を近くで見学
天野山金剛寺修理現場特別公開

　現在修理が進められている天野山金剛寺の金堂とほ
ぼ修理を終えた多宝塔、摩尼院などの特別公開が２月
27日～３月１日にありました。建物全体が鉄骨の屋
根で覆われ、古い部材を生かしながら修理されている
金堂の工事現場を参加者は間近で見学、27日には多
宝塔の内部公開もあり、美しくよみがえった彩色の仏
画などが見られました。また期間中、修理に携わる大
工や屋根葺師の技に触れる見学会や作業の体験会、「茅
葺民家をいかす」をテーマにした講演会も開催され、
参加者は貴重な体験をしました。

❶平成29年の秋まで工事が行われる金堂の修復現場　❷屋根
の葺き替えや塗装などが施された多宝塔　❸扉が開かれた多宝塔

　「奥河内くろまろの郷」バザール広場で３月14日、南
河内防災・防犯フェアが開催されました。消火器・AED（自
動体外式除細動器）の体験や、子どもたちが消防士に
変身して記念撮影ができるコーナーが設けられたほか、
高向小学校区“ひと・まち・ゆめ”づくり会による豚汁
などの炊き出しも行われました。また、会場では防犯グ
ッズも配布され、来場した人たちは楽しみながら防災・
防犯への意識を高めていました。

温かい豚汁がふるまわれました

もしもの時に備えて
南河内防災・防犯フェア

❶

❶

❷

❷ ❸

楽しくスポーツに親しむ
みんなのスポーツフェスタ 2015

❶笑顔でゴールを駆け抜ける子どもたち
❷スプーンレースなど、おもしろい競技もありました

　３月15日、長野中学校で体験型スポーツイベント「みん
なのスポーツフェスタ2015」がありました。これは長野総
合スポーツクラブが主催したもので、かけっこやスプーンレ
ース、お菓子くい競争などに引き続き、ダンスや太極拳な
どの演技発表もあり、約800人が参加しました。また、午
後からは小雨が降る中、グラウンドゴルフやストラックアウ
ト、ニュースポーツ体験などのほか、けん玉やこま回し、竹
馬のコーナーも設けられ、参加者は大いに楽しんでいました。
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中
止
）　

▼
と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園

噴
水
広
場　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❸
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

４

月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

❹
育
児
講
座
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ

ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
〜
怒
ら
な
い
子

育
て
・
し
つ
け
を
学
ぼ
う
〜
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者　

▼
と
き　

４
月
14

日
㈫
・
21
日
㈫
午
前
10
時
15
分
〜

午
後
０
時
15
分（
２
回
シ
リ
ー
ズ
）

▼
定
員　

12
人
（
抽
選
）　

▼
就

学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
10
人
）

❺
育
児
講
座「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
体
験
」

　

白
い
陶
器
に
好
み
の
転
写
紙
を

貼
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ッ
プ

を
作
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者　

▼
と
き

４
月
24
日
㈮
午
前
10
時
15
分
〜
午

後
０
時
15
分　

▼
定
員　

10
人

（
抽
選
）　

▼
材
料
費　

１
０
０
０

円　

▼
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時

保
育
あ
り
（
定
員
８
人
）

❻
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
１
月
１
日
以

降
生
ま
れ
の
市
内
在
住
の
第
１
子

と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

５
月

25
日
㈪
、６
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

15
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時（
４
回

シ
リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14
組（
抽

選
）

❼
親
子
で
あ
そ
ぼ

　

親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

５
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

26
日
㈫
、
６
月
２
日
㈫
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）  

▼
と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン

タ
ー
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

▼
定
員　

12
組
（
抽
選
・
初
参
加

者
優
先
）

❸
〜
❼
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性

別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番

号
、 

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と

催
し
名
（
❹
❺
は
一
時
保
育
の
希

望
の
有
無
も
）
を
記
入
し
て
４
月

７
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
１

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北
館
５
階
）
へ

▽
あ
い
っ
く
で
の
申
し
込
み
も
可

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
３
月
31
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー 

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

４
月

28
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

▼
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

４
月
24
日

㈮
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
雨
天

▼
対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

４
月
16

日
㈭
・
５
月
21
日
㈭
①
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
（
１
歳
児
向
け
）
②

午
前
11
時
20
分
〜
正
午
（
２
歳
児

向
け
）　

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）　

▼
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
ス
ポ
ー
ツ

☆
ほ
い
っ
く
☆
教
室

▼
対
象　

平
成
22
年
４
月
２
日
〜

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市

内
在
住
の
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

５
月
12
日

〜
６
月
23
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
（
７
回
シ
リ
ー
ズ
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館　

▼
定
員　

25
組
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費　

１
日
１
組
３
０
０
円（
当

日
徴
収
）　

▼
申
し
込
み　

４
月
５

日
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事

務
局
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局

（
☎
62
・
８
０
１
１
）

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
資
格
取
得
を

支
援
し
ま
す

◎
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

支
給
内
容　

看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
養
成
機
関
で
２
年
以
上

修
業
す
る
場
合
、
申
請
月
か
ら
最

大
10
万
円
を
支
給

※
所
得
制
限
あ
り
▽
事
前
相
談
が

必
要
▽
相
談
は
お
早
め
に
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
講
座
受
講
料

を
補
助
し
ま
す

◎
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

支
給
内
容　

雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
に
あ
た
る
講
座
を
受

講
す
る
場
合
、受
講
料
の
２
割（
上

限
あ
り
）
を
補
助

※
所
得
制
限
あ
り
▽
必
ず
受
講
前

に
相
談
を
。

■
病
気
な
ど
の
時
に
家
庭
生
活
支

援
員
を
派
遣
し
ま
す

◎
日
常
生
活
支
援

内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、

一
時
的
な
病
気
な
ど
で
日
常
生
活

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
場

合
、
食
事
の
世
話
や
掃
除
な
ど
の

★地域の子育て つどいの広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

ベビータイム ヨチヨチタイム

対
象
１歳未満の子どもとその
保護者

９か月～１歳６か月の子
どもとその保護者

と
き
・
と
こ
ろ

◎①第１金曜日午前10時
～11時 30 分と②第３
金曜日午後１時30分～
３時＝あいっく
　※②は市内在住者のみ参
加可。
◎第1月曜日午後１時30
分～３時と第３月曜日午
前10時～11時 30分＝
乳幼児健診センター（フ
ォレスト三日市内）
◎第２木曜日午前10時～
11時 30分と第４木曜日
午後１時30分～３時＝
千代田公民館

◎第３金曜日午前10時～
11時30分＝あいっく
　※市内在住者のみ参加
可。
◎第１月曜日午前10時
～11時 30分と第３月
曜日午後１時30分～３
時＝乳幼児健診センタ
ー（フォレスト三日市内）
◎第２木曜日午後１時30
分～３時と第４木曜日
午前 10 時～ 11時 30
分＝千代田公民館

※いずれも当日直接会場へ▷対象年齢以外の子どもは参加
できません▷あいっくのベビータイム・ヨチヨチタイムは時
間を変更しています。
問い合わせ　あいっく（☎50-4664）

★遊びに来てね★

①あいっく わくわく広場
対象　就学前の子どもとその保護者
とき　水曜日を除く毎日午前 10時～午後５時 30分

②ベビータイム・ヨチヨチタイム
◉子育てわいわいルーム

場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ４月８日㈬ ☎ 62-6155

千代田公民館 ４月 17日㈮ ☎ 55-1125

南花台公民館 ４月 22日㈬ ☎ 63-1131

加賀田公民館 ４月 24日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と４月６日㈪・13日㈪・
20日㈪午前 10時～午後３時 30分
４月13日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」
（午前11時 30分～）、24日㈮は「簡単！
自分で出来る足もみケア！」（午前10時
30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10時～午後３時
４月24日㈮は「春の遠足」をします（午前
11時～午後１時▷参加費100円▷要予約▷
先着10組）。

た
め
の
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

※
事
前
登
録
が
必
要
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
の
就
労

を
支
援
し
ま
す

◎
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業

内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
に

自
立
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、

求
職
、
転
職
、
資
格
取
得
に
つ
い

て
支
援

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

■
困
っ
た
時
は
相
談
を

◎
ひ
と
り
親
家
庭
相
談

と
き　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分（
祝
休
日
を
除
く
）

内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
の

自
立
に
関
す
る
こ
と
（
離
婚
、
就

労
、
貸
し
付
け
な
ど
）
に
つ
い
て

の
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ

る
相
談

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

子
育
て
の
情
報

い
ろ
い
ろ

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す
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通信

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

費
用　

３
２
５
０
円

※
今
年
度
か
ら
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

持
ち
物　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
手
数
料
領
収
書
と
注
射
済
証

（
裏
面
に
問
診
表
あ
り
▽
市
内
で

飼
い
犬
登
録
を
し
て
い
る
人
に
は

３
月
中
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
）

※
当
日
問
診
表
に
記
入
・
署
名
の

上
会
場
に
持
参
を
▽
記
入
・
署
名

の
な
い
場
合
は
注
射
で
き
ま
せ
ん

▽
表
の
会
場
以
外
で
予
防
注
射
を

受
け
る
場
合
は
各
動
物
病
院
で
料

金
の
確
認
を
。

■
お
願
い

　

来
場
の
際
は
、
犬
を
十
分
に
制

御
で
き
る
人
が
付
き
添
い
、
首
輪
や

引
き
綱
（
気
性
の
荒
い
犬
や
か
み
癖

の
あ
る
犬
に
は
必
ず
口
輪
を
）
な
ど

の
安
全
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
を
飼
う
時
は
登
録
を

　

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

う
時
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。
登

録
は
注
射
会
場
で
で
き
ま
す
（
登

録
料
３
０
０
０
円
必
要
）。
飼
い

主
が
変
わ
っ
た
時
や
転
入
・
転
出

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
左
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
（
雨
天
時
は
延

期
の
場
合
あ
り
▽
広
報
車
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）。

　

今
月
か
ら
隔
月
で
、
昨
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ

の
郷
の
取
り
組
み
や
、
野
菜
の
マ
メ

知
識
、
エ
リ
ア
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
（
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
内
、
☎
56
・
９
６
０
６
）

新
商
品
を
販
売
開
始

〜
奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

４
月
26
日
㈰
か
ら
〜

　

市
認
定
ブ
ラ
ン
ド
産
品
「
近ち

か
ざ
と里

賛さ
ん
ぴ
ん品
か
わ
ち
な
が
の
」
認
定
品
の

濃
縮
エ
コ
ト
マ
ト
「
日ひ

の野
芽い

ぶ
き

」
を

ジ
ュ
ー
ス
に
し
、
瓶
詰
し
た
こ
の

商
品
は
、
河
内
長
野
の
季
節
の
野

菜
や
果
物
を
ジ
ュ
ー
ス
加
工
し
て

き
た
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
弾
と
な
り

ま
す
。

「
か
わ
ば
た
フ
ァ
ー
ム
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス　
日
野
芽
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

３
５
０
円
（
税
込
）
　

１
８
０
㍉
㍑

※
初
回
製
造
は
限
定
１
０
０
本
と

な
り
ま
す
。

野
菜
の
マ
メ
知
識
❶

〜
玉
ね
ぎ
〜

　

玉
ね
ぎ
は
中
央
ア
ジ
ア
原
産
の

ユ
リ
科
の
野
菜
で
、
日
本
で
は
江

戸
時
代
の
末
期
か
ら
栽
培
が
始
ま

り
ま
し
た
。
河
内
長
野
で
は
前
年

の
９
月
上
旬
の
種
ま
き
か
ら
６
月

上
旬
の
収
穫
ま
で
８
〜
９
か
月
と

い
う
比
較
的
長
い
栽
培
期
間
が
必

要
な
野
菜
で
す
。
玉
ね
ぎ
の
品
種

は
玉
に
な
る
早
さ
に
よ
っ
て
分
か

れ
て
お
り
、
最
も
早
い
も
の
で
は

４
月
初
旬
か
ら
店
頭
に
並
び
始
め

ま
す
。
秋
冬
に
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
期
の
も
の
は
、
予
め
収
穫

さ
れ
て
冷
蔵
保
存
さ
れ
た
も
の

や
、
涼
し
い
気
候
で
栽
培
さ
れ
た

北
海
道
産
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

地
元
産
の
新
鮮
な
玉
ね
ぎ
は
、

「
あ
す
か
て
く
る
で
河
内
長
野
店
」

（
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
内
）
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
品
切
れ
な
ど
の
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

エ
リ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

府
立
花
の
文
化
園
で
は
、
４
月

上
旬
か
ら
５
月
初
旬
ま
で
約
70
品

種
１
万
株
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
見

頃
で
す
。

　

ま
た
、
５
月
31
日
ま
で
「
春
の

花
ま
つ
り
」
と
題
し
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉狂犬病予防注射実施日程（４月）◉
と　き ところ

13
日
㈪

9：30～ 10：00 滝畑コミュニティセンター前

10：20～ 10：50 日野集会所前

11：10～ 12：00 高向公民館前

13：10～ 14：00 錦町第２公園

14：15～ 15：20 長野神社前

14
日
㈫

9：30～ 10：30 美加の台第２公園

10：45～ 11：20 美加の台第７公園

11：35～ 12：20 美加の台第１公園

13：30～ 14：10 三日市町会館前

14：20～ 15：00 旧北三日市分団第５屯所前

15
日
㈬

9：30～ 10：20 大矢船第５公園

10：30～ 11：10 大矢船第 11公園

11：20～ 12：10 南ケ丘第４公園

13：20～ 14：10 南青葉台第５公園

14：25～ 15：20 青葉台公園

16
日
㈭

9：30～ 10：00 中尾集会所前

10：15～ 10：40 新滝畑台自治会館前

11：00～ 11：50 旭ケ丘第５公園

13：00～ 14：00 中村池公園

14：10～ 15：10 野作第１公園

17
日
㈮

9：30～ 10：20 寺ケ池からたち会常設集会所前

10：35～ 11：40 荘園町自治会館前

13：00～ 13：50 小山田集会所

14：10～ 15：50 緑ケ丘中第１公園

19
日
㈰

9：30～ 11：30 市役所市民広場
（モックル・フルル広場）

と　き ところ

６
日
㈪

9：30～ 10：10 川上公民館前

10：20～ 10：50 旧農協川上支店前

11：00～ 11：30 錦川小学校跡

11：45～ 12：10 神ガ丘集会所前

13：30～ 14：00 下天見集会所前

14：15～ 14：50 第７分団岩瀬屯所前

７
日
㈫

9：30～ 10：30 鳴尾公園

10：45～ 11：15 木戸住宅公園

11：30～ 12：10 千代田南町集会所前

13：20～ 14：00 千代田神社前

14：15～ 14：45 汐の宮集会所前

15：00～ 15：40 向野第１公園

８
日
㈬

9：30～ 10：10 桐ケ丘第１公園

10：25～ 11：00 あかしあ台第５公園

11：15～ 12：10 南貴望ケ丘集会所裏

13：20～ 14：10 寺ケ池公園プール前

14：30～ 15：10 松ケ丘公園

15：20～ 15：50 松ケ丘東町公園

９
日
㈭

9：30～ 10：00 福祉センター前

10：20～ 11：40 楠台第２公園

12：50～ 14：20 清見台第５公園

14：35～ 15：30 清見台第３公園

10
日
㈮

9：30～ 10：30 楠ケ丘公園

10：45～ 11：40 南花台第 10公園

11：50～ 12：20 南花台第３公園

13：20～ 14：00 南花台第５公園

14：15～ 14：45 JA 大阪南加賀田支店前

15：00～ 15：30 新町町内会館前

※上記実施時間は目安です。状況により前後する場合があります。

◉
レ
ポ
ー
ト
22

平
成
大
修
理
が
進
む

天
野
山
金
剛
寺

熱あ
つ
か
わ川 

英ひ
で
あ
き明
さ
ん

　

天
野
山
金
剛
寺
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
９
年
が
か
り
の
平
成

大
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
修
理
現
場
特
別
公
開
で

多
宝
塔
の
外
観
や
建
築
中
の
金

堂
の
内
部
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
む
く
の
木
組
み
の
様

子
な
ど
、
匠
の
技
に
触
れ
る
貴

重
な
一
日
で
し
た
。

☆このコーナーの投稿を募集中▷市内在住・在学・在勤者対象▷写真と100字程度の紹介文を添えて都市魅力戦略課へ☆

狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
お
忘
れ
な
く

～まちの見どころを紹介します～

◀
平
成
大
修
理
中
の
天
野
山
金
剛
寺

（
写
真
は
多
宝
塔
、
平
成
27
年
2
月
27
日
に
撮
影
）

し
た
時
は
、
環
境
政
策
課
ま
た
は

注
射
会
場
で
変
更
の
手
続
き
を
。

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
ん
だ
時
も
環

境
政
策
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

　

行
方
不
明
に
な
っ
た
日
時
や
場

所
、
犬
に
つ
い
て
の
情
報
を
動
物

管
理
指
導
所
藤
井
寺
分
室
（
☎

０
７
２
・
９
３
７
・
１
１
０
１
）
ま

た
は
河
内
長
野
警
察
署
（
☎
54
・

１
２
３
４
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

スポーツ振興くじ助成金で大師庭球場を整備
　市ではこのほど、独立行政法人日本スポーツ振興セン
ターのスポーツ振興くじ（toto）の収益を財源とした助
成金を受け、大師庭球場の改修工事を実施しました。こ
れにより、利用者のみなさんにより安全で快適なスポー
ツ環境を提供できるようになりました。
問い合わせ　文化・スポーツ振興課
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お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

暮らしの
情報

月日 催し名（開始時間、期間、場所など） 掲載ページ
（号）

４/６㈪
市制施行60周年記念事業を振り返る
～さらなる飛躍を目指して～
（17日まで、市役所）

30ページ

17㈮ 国宝・文化財の特別公開
（18日も、天野山金剛寺・観心寺） 37ページ

18㈯ 植木市
（19日も、寺ケ池公園） 30ページ

19㈰ 市民スポーツ大会総合開会式
（午前9時30分～、市民総合体育館） 34ページ

25㈯ あごらシネマクラブ「ちょんまげぷりん」
（午後１時30分～、キックス）

16ページ

※日時や場所、内容などは変更される場合があります。

■イベントカレンダー（４月５日～５月４日）

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

お
知
ら
せ

自
治
会
・
町
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

地
域
住
民
が
自
ら
地
域
に
つ
い

て
考
え
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て

互
い
を
理
解
し
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
自
治

会
（
町
会
）
で
す
。
自
治
会
（
町

会
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
集

会
所
、
防
犯
灯
、
ご
み
置
場
な
ど

の
維
持
管
理
や
、
地
域
美
化
、
交

通
安
全
、
防
犯
・
防
災
な
ど
の
共

通
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
自
治
会（
町
会
）

は
、
地
域
に
お
い
て
最
も
身
近
で

つ
な
が
り
の
深
い
、
地
域
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

す
。
そ
し
て
そ
の
活
動
が
、
地
域

で
支
え
合
う
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
み
な
さ
ん

に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
自
治
会
（
町
会
）
に
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
加
入
に
つ
い
て

は
お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会

（
町
会
）
長
に
、
自
治
会
設
立
の

相
談
は
自
治
振
興
課
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
治
振
興
課

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
を
実
施

　

府
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
か

ら
府
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
被
害

を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
４
月
か
ら

来
年
６
月
ま
で
、
府
が
委
託
し
た

業
者
の
調
査
員
が
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

調
査
予
定
箇
所
な
ど
は
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
府
富
田
林
土
木
事
務
所
建
設
課

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

問
産
業
政
策
課

青
少
年
の
活
動
を
助
成

■
「
わ
か
ば
基
金
」
の
申
請
受
付

対
象　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

な
ど
の
活
動
を
行
う
市
内
の
青
少

年
団
体
お
よ
び
指
導
者

助
成
内
容　

４
月
１
日
〜
来
年
３

月
31
日
に
実
施
完
了
す
る
事
業
１

つ
に
つ
き
、
助
成
対
象
費
用
合
計

の
２
分
の
１
以
内
を
助
成
（
上
限

は
10
万
円
▽
１
団
体
１
事
業
の
み

▽
新
規
事
業
を
優
先
）

助
成
時
期　

６
月
上
旬
（
予
定
）

申
し
込
み　

①
（
一
社
）
河
内
長

野
青
年
会
議
所
（
昭
栄
町
）
ま
た

は
②
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
キ
ッ
ク

ス
内
）
に
あ
る
申
請
書
に
直
近
の

決
算
書
を
添
え
て
①
ま
た
は
②
へ

▽
受
付
期
間
は
①
が
４
月
中
の

月
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
②
が
４
月
中
の
火
曜
〜
土
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

※
申
請
書
は
「
河
内
長
野
わ
か
ば

基
金
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
河
内
長
野
青
年
会
議
所

（
☎
53
・
７
０
０
０
）

展
示
・
講
演

く
ろ
ま
ろ
館
の
展
示

■
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示「
百
味
飲
食

〜
天
野
山
金
剛
寺 

正
御
影
供
〜
」

　

天
野
山
金
剛
寺
で
平
安
時
代
か

ら
続
く
正

し
ょ
う

御み

影え

供く

で
供
え
ら
れ
る

百ひ
ゃ
く

味み
の

飲お
ん

食じ
き

に
つ
い
て
、
レ
プ
リ
カ

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

４
月
11
日
㈯
〜
５
月
６
日
㉁

■
収
蔵
庫
展
示
「
節
句
織
」

　

端
午
の
節
句
に
飾
ら
れ
て
い
た

約
７
㍍
以
上
あ
る
美
し
い
武
者
絵

の
の
ぼ
り
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

４
月
18
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈰

※
時
間
・
会
場
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
く
ろ
ま
ろ
館

で
▽
祝
日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
日

の
翌
日
は
休
館
。

問
く
ろ
ま
ろ
館（
☎
64・１
５
６
０
）

講
座
・
教
室

図
書
館

文
化
遺
産
講
座

■
河
内
長
野
市
史
を
読
み
解
く
〜

考
古
編
前
期
〜

　

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
炭
窯
や
鋳

物
工
房
、
地
鎮
祭
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

と
き　

①
４
月
23
日
㈭
、
②
５
月

７
日
㈭
、
③
21
日
㈭
▽
時
間
は
①

が
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
②
③

が
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
▽
３
回

シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

60
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
講
座
名
を
記
入
し
て
４
月
13

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
図

書
館
（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町

７
の
１
）へ
▽
窓
口
・
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し
込
み
可

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

就
労
相
談
の

交
通
費
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
し
ご
と
フ
ィ
ー
ル
ド

（
大
阪
市
中
央
区
）
へ
就
労
相
談

に
行
く
交
通
費
の
補
助
制
度
を
新

た
に
設
け
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

補
助
額　

実
費
の
２
分
の
１
（
自

宅
最
寄
り
駅
か
ら
の
鉄
道
運
賃
を

上
限
）

補
助
回
数　

１
年
度
に
つ
き
１
人

４
回
ま
で

※
申
請
に
は
事
前
登
録
が
必
要
▽

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
２
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　

１
８
０
人

◎
金
額　

２
２
９
万
１
０
０
０
円

◎
寄
附
者　

松
岡
隆
久
さ
ん

※
10
万
円
以
上
の
寄
附
者
の
み
氏
名
を
掲
載
。

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

18
歳
以
上
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人（
男
性
は
17
歳
か
ら
可
）

と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
14
日
㈫
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
＝
オ
ー
ク
ワ
河
内
長
野
店

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

大阪府議会議員選挙
投票日は４月 12日㈰
投票日時　４月 12 日㈰午前７時～午後
８時
投票場所　入場整理券に記載の投票所
※期日前投票は４月４日㈯～11日㈯午前
８時 30分～午後８
時に市役所で▷開票
は４月12日㈰午後９
時10分から市民総
合体育館で▷その他
詳しくは本紙と同時
に配布したお知らせ
をご覧ください。
問選挙管理委員会事務局
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拝
観
料
を
含
む
）

申
し
込
み　

４
月
７
日
か
ら
電
話

で
同
倶
楽
部
事
務
局
（
観
光
政
策

課
内
）
へ

問
同
事
務
局

花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

植
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
基
礎

や
管
理
法
な
ど
の
講
義
と
、
剪
定

や
植
え
替
え
な
ど
の
実
習
を
行
い

ま
す
。

対
象　

講
座
終
了
後
、
府
立
花
の

文
化
園
内
の
植
物
管
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
週
１
回
以
上
参
加
で
き

る
人

と
き　

５
月
〜
来
年
３
月
の
木
曜

日
の
う
ち
20
日
程
度
▽
時
間
は
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

花
の
文
化
園

定
員　

50
人
（
抽
選
）

参
加
費　

２
０
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
志
望
動
機
を
記
入
し
て
４
月

19
日
（
必
着
）
ま
で
に
同
園
へ

問
花
の
文
化
園

（
☎
63
・８
７
３
９
、℻
63
・８
７
４
１
）

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　

15
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円
（
10
回

目
は
８
０
０
円
）

申
し
込
み　

フ
ァ
ク
ス
か
電
子
メ

ー
ル
（hana_circle@

yahoo.co.
jp

）
に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
保

護
者
氏
名
（
参
加
の
有
無
も
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
４
月
10
日

ま
で
に
池
田
さ
ん
へ

問
池
田
さ
ん（
☎
℻
62
・５
５
３
５
）

■
和
の
文
化
体
験

　

茶
道
を
中
心
に
、
書
や
陶
芸
な

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
、
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
施

策
、
新
し
い
制
度
な
ど
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
「
知
り
た
い
、
学
び

た
い
」
情
報
を
市
職
員
が
出
向
い

て
お
話
し
す
る
も
の
で
す
。
具
体

的
な
講
座
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

は
、
各
公
共
施
設
に
備
え
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
者
協
会
の
出
前
講
座

　

悪
質
商
法
や
食
生
活
、
環
境
問

題
な
ど
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
。

対
象　

地
域
の
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー

ク
ル
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
の

団
体
▽
５
人
以
上
で
申
し
込
み
を

テ
ー
マ　
「
悪
質
商
法
の
手
口
と

対
処
法
」「
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
っ
て

本
当
？
」
な
ど

申
し
込
み　

か
わ
ち
な
が
の
消
費

者
協
会
へ

問
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者
協
会（
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
56
・
２

３
６
０
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座

　

か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
で
市
内
観
光
ガ
イ
ド

な
ど
の
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
の
歴
史
や
文
化
、
観
光

に
興
味
が
あ
り
、
受
講
後
に
同
倶

楽
部
で
の
活
動
を
希
望
す
る
人

と
き
・
内
容
な
ど　

左
表
の
と
お

り
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
０
０
０
円（
交
通
費
・

春
の
園
芸
講
習
会

■
山
野
草（
フ
ウ
ラ
ン
セ
ッ
コ
ク
）

の
育
て
方

と
き　

４
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務

所定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
〜
17
日
に

電
話
で（
公
財
）公
園
緑
化
協
会
へ

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

耳
の
聴
こ
え
に

不
安
の
あ
る
人
へ

■
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
を
理
解

す
る

　

難
聴
者
が
か
か
え
る
悩
み
や
そ

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

対
象　

市
民

と
き　

４
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
か
ら
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

地
域
の
伝
統
文
化
に

触
れ
よ
う

　

文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
補

助
金
を
活
用
し
た
教
室
で
す
。

■
日
本
舞
踊
体
験
教
室

対
象　

幼
稚
園
児
・
小
学
生
（
保

護
者
参
加
可
）

と
き　

４
月
12
日
〜
来
年
１
月
31

日
の
日
曜
日
の
う
ち
20
回
（
発
表

会
２
回
含
む
）
▽
時
間
は
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

日
本
舞
踊
教
室
（
楠
町

西
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

花
柳
さ
ん
へ

問
花
柳
さ
ん（
☎
℻
53・３
９
５
２
）

■
い
け
ば
な
教
室

対
象　

小
・
中
学
生
（
保
護
者
参

加
可
）

と
き　

４
月
18
日
〜
来
年
１
月
23

日
の
土
曜
日
の
う
ち
10
回
（
発
表

会
１
回
含
む
）
▽
時
間
は
午
後
２

時
〜
３
時

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

木とふれあえる奥河内
■木工教室～花フレーム＆イーゼルづくり～
とき　４月 19 日㈰①午前９時 30 分～正午
②午後１時～３時 30分
ところ　林業総合センター木

きん

根
こん

館
かん

定員　各18人（先着順）
参加費　2500 円
申し込み　４月５日か
ら電話で同センターへ
問林業総合センター

（☎ 64-8151）

■木彫り体験～五月人形づくり～
とき　４月 26日㈰午後１時～４時 30分
ところ　南河内林業総合センター「ラ・フォレス
タ」（千早赤阪村）
定員　10 人 ( 先着順）
参加費　2800 円
申し込み　４月７日か
ら同センターへ（受付
は午前 10時から）
問南河内林業総合セン
ター（☎ 72-0090）

ど
を
通
し
て
礼
儀
や
お
も
て
な
し

の
心
を
学
び
ま
す
。

対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

と
き　

４
月
〜
来
年
１
月
の
水
・

土
曜
日
の
う
ち
月
２
回

と
こ
ろ　

表
千
家
玉
舟
会
（
野
作

町
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円

※
教
材
費
が
別
途
必
要
。

申
し
込
み　

４
月
10
日
ま
で
に
電

話
で
和
田
さ
ん
へ

問
和
田
さ
ん

（
☎
０
８
０・８
５
２
５
・
２
５
９
３
）

オ
カ
リ
ナ
に
挑
戦

対
象　

市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
生

と
き　

５
月
10
日
、

６
月
14
日
、
７
月
12
日
、
８
月
９

日
、
９
月
13
日
の
各
日
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分
▽
５
回
シ

リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

南
花
台
公
民
館

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
３
５
０
円
（
オ
カ
リ

ナ
代
）

申
し
込
み　

４
月
11
日
か
ら
同
館

へ問
南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

と　き 内　容 ところなど

４月 23日㈭
午前10時30分～午後3時30分

開講式、基調講演
など 市役所

４月 30日㈭
午前９時30分～午後５時

現地見学（延命寺、観
心寺、天野山金剛寺） 市役所集合

５月７日㈭
午前９時30分～午後４時

現地見学（河内長
野～三日市、滝畑） 河内長野駅集合

５月 14日㈭
午前10時30分～午後3時30分 講義、修了式 市役所

▲可愛く色をつけて、名前を入
れれば特別な贈り物に

◀
お
庭
を
飾
る
ア
イ
テ
ム
を
増
や
し

ま
せ
ん
か
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子
育
て
講
座

　
「
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
に
大

切
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
常
磐

会
学
園
大
学
教
授
の
佐さ

谷た
に

力つ
と
む

さ
ん

が
お
話
し
し
ま
す
。

と
き　

４
月
30
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
８
人
）。

申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
同
館

へ問
川
上
公
民
館（
☎
65・１
６
１
２
）

農
業
研
修
講
座

　　

農
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
栽

培
管
理
技
術
を
習
得
し
、
地
域
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

対
象　

将
来
農
業
に
就
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
市
内
在
住
者

と
き　

５
月
上
旬
〜
12
月
上
旬

（
原
則
水
曜
日
▽
月
１
、２
回
程
度
）

と
こ
ろ　

み
の
で
ホ
ー
ル
と
そ
の

周
辺

マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
勉
強
会
と
相
談
会

　

管
理
組
合
の
運
営
に
お
け
る
理

事
会
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る

無
料
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

対
象　

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
人
や

管
理
す
る
組
合

と
き　

４
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（info@

npo-
osakam

ankan.ecnet.jp

）
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
南
大
阪
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
へ

問
南
大
阪
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

（
☎
06
・
６
７
７
３
・
８
３
１
１
）

天
見
・
子
ど
も
自
然
と

あ
そ
び
の
教
室

対
象　

小
学
生

と
き　

５
月
17
日
〜
来
年
３
月
20

日
の
毎
月
第
３
日
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
▽
11
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

天
見
公
民
館
と
そ
の
周

辺内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
ッ
ク
の
指

導
員
に
よ
る
森
や
川
で
の
遊
び
、

ク
ラ
フ
ト
、
し
め
縄
づ
く
り
、
自

然
観
察
な
ど

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

定
員　

７
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
万
円

※
収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　

農
林
課
に
あ
る
申
込

用
紙
で
４
月
20
日
ま
で
に
同
課
へ

（
郵
送
可
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
▽
電
子
申

請
も
で
き
ま
す
。

問
農
林
課

薬
膳
講
座

　

家
で
も
で
き
る
薬
膳
の
講
義
と

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

と
き　

５
月
19
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

河
内
長
野
ガ
ス
㈱
（
昭

栄
町
）

定
員　

18
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
し
て

４
月
３
日
〜
23
日
（
必
着
）
に
同

社
（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
14

の
31
）
へ
▽
窓
口
（
水
曜
日
を
除

く
）・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し

込
み
も
可

問
河
内
長
野
ガ
ス
㈱

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

　市の歩みを振り返り、
さらなる飛躍を目指し
て、平成 26 年度に市民
のみなさんとともに実施した市制施行
60 周年記念事業。くろまろミュージ
カルなどの事業の様子を、映像や展示
で紹介します。
とき　４月６日㈪～４月 17日㈮（土・
日を除く）▷時間は６日が正午～午後
５時、その他が午前 10時～午後５時
ところ　市役所
内容　記念事業の映像上映や写真展示など
※６日正午～午後０時 20分にオープ
ニングイベントを実施します。
問政策企画課

市制施行 60周年
記念事業を振り返る
～さらなる飛躍を目指して～

定
員　

35
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　

１
万
１
０
０
０
円
（
初

回
時
に
徴
収
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
返
信
用
に
も
記
入
）、

ふ
り
が
な
、
学
校
名
・
学
年
、
生

年
月
日
、
性
別
、
保
護
者
氏
名
を

記
入
し
て
４
月
23
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
同
館
（
〒
586
ー

０
０
６
１
岩
瀬
１
２
４
４
）
へ

■
指
導
を
援
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集

対
象　

大
学
生
、
短
期
大
学
生
、

専
門
学
校
生

募
集
人
数　

５
人

申
し
込
み　

４
月
30
日
ま
で
に
電

話
で
同
館
へ

問
天
見
公
民
館（
☎
63・４
０
７
４
）

イ
ベ
ン
ト

植
木
市

と
き　

４
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
19
日
は
午

後
３
時
ま
で
▽
植
木
販
売
は
午
後

５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園

問
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

岩
湧
の
森

四
季
彩
館
の
催
し

①
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ハ
イ
キ
ン
グ

〜
岩
湧
の
森
20
周
年
記
念
行
事

「
森
の
博
士
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
〜

　

ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
で
山
歩
き
が

で
き
る
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
）

と
き　

４
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分（
予
備
日
26
日
）

コ
ー
ス　

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
の
道
〜
展

望
デ
ッ
キ
〜
い
わ
わ
き
の
道　

定
員　

15
人
（
抽
選
）

②
ム
サ
サ
ビ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

春

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　

４
月
25
日
㈯
午
後
５
時
30

分
〜
８
時
30
分
（
予
備
日
26
日
）

と
こ
ろ　

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
周

辺定
員　

20
人
（
抽
選
）

①
②
の
申
し
込
み　

往
復
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル（shikisaikan@
city.kaw

achi
nagano.lg.jp

）
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
、
代
表
者
の
住
所
・

電
話
番
号
と
催
し
名
を
記
入
し
て

①
は
４
月
８
日
、
②
は
４
月
９
日

（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
同
館
へ

問
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
℻
63
・
５
９
８
６
）

市
民
が
創
る

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

■
大
阪
の
奥
座
敷　

八
重
桜
に
埋

も
れ
る
文
化
財
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
き　

４
月
18
日
㈯
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
３
時

コ
ー
ス　

天
見
駅
〜
安
明
寺
〜
蟹

井
神
社
〜
遊
歩
道
〜
南
天
苑
（
昼

食
・
温
泉
）
〜
天
見
駅

定
員　

20
人

参
加
費　

４
２
０
０
円
（
昼
食
・

温
泉
付
）

申
し
込
み　

電
話
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

旅
め
が
ね
（
☎
06
・
６
６
２
４
・

８
５
０
０
）
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
観
光
政
策
課

２
０
１
５
春
の
ウ
オ
ー
ク

「
奥
河
内
の
春
を
訪
ね
る
」

■
春
爛ら

ん

漫ま
ん 

桃
・
梨
の
花
咲
く
小

山
田
の
里
を
歩
く

と
き　

①
４
月
10
日
㈮
②
15
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
▽
雨

天
中
止

コ
ー
ス　

千
代
田
駅
〜
寺
ケ
池
公

園
〜
赤
峰
市
民
広
場
〜
西
代
神
社

〜
河
内
長
野
駅
（
約
10
㌔
）

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）　

参
加
費　

２
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
電
話

で
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所
へ

（
営
業
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
・
第
２
水
曜
定
休
）

問
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所（
か

わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

倶
楽
部
、
☎
55
・
０
１
０
０
）

■特別展～奥河内と高野詣～
　市内にある高野山ゆかりの
場所や、高野山に関する写真
を展示します。
▶とき　４月 10日㈮～ 24
日㈮午前９時～午後６時
（24 日は正午まで）▶とこ
ろ　奥河内ビジターセンター
（奥河内くろまろの郷内）
※イートイン工房では、期
間限定商品「精進パン」を販売します。
問観光政策課

■弘法大師ゆかりの地を巡るバスツアー
～河内長野市・橋本市・五條市広域連携協議会主催～
▶とき　５月18日㈪午前８時20分～午後６時
▶集合　河内長野駅前バスロータリー　▶コース
河内長野駅～観心寺～犬飼山転法輪寺～光三宝
荒神社～高野山～慈尊院（九度山町）～橋本駅　
▶定員　40人（抽選）　▶参加費　3000 円　
▶申し込み　政策企画課で配布する申込用紙で
４月 20日までに同課へ
※申込用紙は市ホームページからもダウンロード
できます。
問政策企画課

高野山開創 1200 年
記念イベント

2424
時時
ここ
ー

期期

ⒸこうやくんPJ
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公
民
館
の

お
は
な
し
会

　

児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
11
日
㈯
午

後
２
時
〜
＝
南
花
台
公
民
館
、
４

月
18
日
㈯
・
５
月
16
日
㈯
午
後
３

時
〜
＝
千
代
田
公
民
館
▽
い
ず
れ

も
30
分
程
度

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
南
花
台
公
民
館
（
☎
63
・
１
１

３
１
）、
千
代
田
公
民
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）

く
ま
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
会

　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　

２
歳
６
か
月
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　

①
４
月
16
日
㈭
②
５
月
21

日
㈭
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

三
日
市
公
民
館

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

①
は
４
月
５
日
、
②

は
５
月
５
日
か
ら
同
館
へ

問
三
日
市
公
民
館

（
☎
62
・
６
１
５
５
）

お
は
な
し

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

子
ど
も
読
書
の
日（
４
月
23
日
）

に
ち
な
み
、
お
は
な
し
の
へ
や
を

開
放
し
て
、
大
型
絵
本
や
手
遊
び

な
ど
で
楽
し
み
ま
す
。

と
き　

４
月
19
日
㈰
午
後
２
時
〜

（
40
分
程
度
）

と
こ
ろ　

図
書
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

河
内
寄
席

　

桂
か
つ
ら

楽ら
く

珍ち
ん

さ
ん
、
桂
か
つ
ら

三さ
ん

歩ぽ

さ
ん
ら

に
よ
る
落
語
会
で
す
。

と
き　

４
月
12
日
㈰
午
後
２
時
〜

（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
（
長

野
商
店
街
内
）

入
場
料　

１
５
０
０
円

問
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

し
ょ
う
ぶ
湯
を

実
施
し
ま
す

　

端
午
の
節
句
に
入
る
と
邪
気
を

払
う
と
い
わ
れ
る
し
ょ
う
ぶ
湯
。

体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
母

子
家
庭
の
母
と
子
ど
も

と
き　

５
月
２
日
㈯
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓

苑
、
あ
や
た
ホ
ー
ル
、
く
す
の
か

ホ
ー
ル

入
浴
料　

１
０
０
円

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑（
☎
65・

０
１
２
３
）、あ
や
た
ホ
ー
ル
（
☎

54
・
０
７
７
３
）、
く
す
の
か
ホ
ー

ル
（
☎
62
・
７
７
９
９
）

合
わ
せ
を
。

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

内
容　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知

識
の
講
習
や
機
器
の
使
用
説
明
な

ど定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
で
総
合
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
事
務
局
へ

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
カ
ー

ド
の
更
新
を

　

市
民
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
５
年
で
す
。
引
き
続
き
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間　

有
効
期
限
満
了
日
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
後
ま
で

更
新
方
法　

顔
写
真
１
枚
（
横
３

㌢
×
縦
４
㌢
）
を
持
っ
て
市
民
総

合
体
育
館
へ

※
期
間
内
に
更
新
し
な
い
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
再
受
講
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
同
事
務
局（
☎
62
・
８
０
１
１
）

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ  

ヨ
ガ

と
き　

４
月
22
日
㈬
午
前
９
時
〜

10
時
20
分

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
５
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
電
話

で
国
際
交
流
協
会
へ

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

若
者
の
宿
泊
や
送
迎
な
ど
を
無

償
で
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

滞
在
期
間　

５
月
28
日
㈭
〜
29
日

㈮申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
電
話

で
国
際
交
流
協
会
へ
（
先
着
順
）

※
２
人
１
組
で
の
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

市
民
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

な
講
習
会
で
す
。

対
象　

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　

４
月
18
日
㈯
午
前
10
時

〜
、
５
月
10
日
㈰
午
後
１
時
〜
、

６
月
２
日
㈫
午
後
７
時
〜

※
以
後
毎
月
実
施
▽
日
時
は
問
い

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
〜
21
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
の
中
川
さ
ん
へ

問
中
川
さ
ん（
☎
℻
65・６
２
１
６
）

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

４月８日㈬・22日㈬午後
３時～（15分程度） 10組

４歳～就学
前の子ども

４月８日㈬・22日㈬午後
３時30分～（30分程度）

25人
小学生

４月４日㈯・25日㈯、５月２日
㈯午前11時～、４月18日㈯午
後２時～（いずれも30分程度）

※当日直接会場へ▷４月25日は保護者入場可。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年です。
更新手続きには、住所・氏名が確認できるものなどが
必要です。詳しくは問い合わせを。

■休館日　４月７日・13日、５月５日

■新刊図書の紹介
◎児童書　ももんがもんじろう　村

む ら

上
か み

康
や す

成
な り

　　　　　もういいかい　中
なか

野
の

真
ま さ

典
の り

◎小　説　ブラックオアホワイト　浅
あさ

田
だ

次
じ

郎
ろ う

　　　　　永い言い訳　西
に し

川
か わ

美
み

和
わ

◎一般書　被災弱者　岡
お か

田
だ

広
ひ ろ

行
ゆ き

　　　　　絵でわかる昆虫の世界　藤
ふじ

崎
さ き

憲
け ん

治
じ

■自動車文庫巡回表
巡回日 巡回時間 場　　所

４月７日㈫
４月21日㈫
５月５日㈷

13:35～14:15 南ケ丘自治会館前
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

４月８日㈬
４月22日㈬
５月６日㉁

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

４月９日㈭
４月23日㈭
５月７日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:20 旭ケ丘バス方転地

４月10日㈮
４月24日㈮
５月８日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

４月14日㈫
４月28日㈫
５月12日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:20 緑ケ丘中第１公園

４月１日㈬
４月15日㈬
４月29日㈷

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

４月２日㈭
４月16日㈭
４月30日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

４月３日㈮
４月17日㈮
５月１日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

小
川
の
生
き
も
の
を

さ
が
そ
う

と
き　

４
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
15

分
〜
）
▽
小
雨
決
行

集
合　

天
見
駅

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
（
家
族
３
人
以
上
は

全
員
で
５
０
０
円
）

持
ち
物　

ザ
ル
や
バ
ケ
ツ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
あ
れ

ば
ル
ー
ペ
や
図
鑑

※
長
靴
か
ぬ
れ
て
も
よ
い
運
動
靴

の
着
用
を
（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）。

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
団
体
参
加

は
事
前
に
相
談
を
。

問
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田

原
さ
ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

烏
帽
子
形
公
園

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

　

市
と
協
働
で
烏
帽
子
形
公
園
の

整
備
を
し
て
い
る
烏
帽
子
里
山
保

全
ク
ラ
ブ
の
指
導
で
、
タ
ケ
ノ
コ

堀
り
を
体
験
し
ま
す
。　

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

と
き　

４
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜

▽
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

烏
帽
子
形
公
園

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

▽
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
。

定
員　

20
組
（
抽
選
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
（
返
信
用

に
は
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
記

入
）、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
催
し
名
を
記
入
し
て
４
月

15
日
（
必
着
）
ま
で
に
（
公
財
）

公
園
緑
化
協
会
（
〒
586
ー
０
０
９

４
小
山
田
町
６
７
４
の
５
）
へ
▽

１
枚
で
４
人
ま
で
有
効

■
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
な
ど
も
募
集

　

詳
し
く
は
同
ク
ラ
ブ
の
舞
さ
ん

（
☎
52
・
５
９
５
３
）
へ
問
い
合

わ
せ
を
。

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

ダ
ン
ス
と
歌
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン
ズ

　

米
国
か
ら
来
日
す
る
約
50
人
の

若
者
と
一
緒
に
、
歌
・
踊
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ

を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上

と
き　

５
月
28
日
㈭
午
後
４
時
30

分
〜
７
時
40
分

K Kiz

K Kiz

女
性
の
た
め
の
ウ
オ
ー
ク
・

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
女
性

と
き　

４
月
30
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
〜
29
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
の
牧
田
さ
ん
へ

問
牧
田
さ
ん（
☎
℻
64
・
０
３
１
５
）
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　

５
月
９
日
〜
来
年
３
月
12

日
の
土
曜
日
の
う
ち
20
回
▽
午
前

９
時
〜
午
後
１
時
で
初
心
者
コ
ー

ス
、
経
験
者
コ
ー
ス
を
実
施

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
庭
球
場

定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

９
０
０
０
円
（
抽
選
会

時
に
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
25
日
ま
で
に
市

民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
吉
竹
さ
ん

（
☎
21
・
４
１
８
７
）

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
登
録
者
（
当
日
登
録
可
▽
登
録

料
１
０
０
円
）

と
き　

５
月
27
日
㈬
午
前
８
時
50

分
〜
（
予
備
日
29
日
）

と
こ
ろ　

大
師
総
合
運
動
場

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
７
日
〜
30
日
に

市
民
総
合
体
育
館
へ（
電
話
不
可
）

問
同
協
会
の
松
本
さ
ん

（
☎
０
８
０・３
８
１
０・２
４
０
８
）

募
集

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
所

得
・
世
帯
な
ど
要
件
あ
り
）

住
宅　

桜
ケ
丘
住
宅
２
戸（
一
般
、

車
椅
子
常
用
者
世
帯
向
け
各
１
戸

▽
３
Ｄ
Ｋ
）、栄
町
住
宅
１
戸
（
一

般
世
帯
向
け
▽
３
Ｄ
Ｋ
）、
三
日

市
西
住
宅
１
戸
（
単
身
者
・
高
齢

者
小
世
帯
向
け
▽
２
Ｄ
Ｋ
）

申
し
込
み　

４
月
16
日
か
ら
都
市

創
生
課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
で

30
日
ま
で
に
同
課
へ（
郵
送
不
可
）

問
都
市
創
生
課

市
嘱
託
員

業
務
内
容
な
ど　

下
表
の
と
お
り

試
験　

市
役
所
ま
た
は
子
ど
も
・

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
面
接
試

験
を
実
施

※
試
験
日
時
な
ど
の
詳
細
は
申
し

込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
４
月
10
日
ま
で
の

市
役
所
業
務
時
間
中
に
人
事
課
へ

（
郵
送
不
可
）

※
面
接
試
験
時
に
資
格
証
の
原
本

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
人
事
課

図
書
館
協
議
会
委
員

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
図
書
館
を

目
指
し
て
、
図
書
館
協
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

図
書
館
の
運
営
に
関
心
の

あ
る
18
歳
以
上
70
歳
未
満
（
平
成

27
年
６
月
１
日
現
在
）
の
市
内
在

住
者

※
会
議
は
年
２
回
程
度
開
催
し
ま

す
。

募
集
人
数　

１
人
（
選
考
）

任
期　

任
命
の
日
か
ら
２
年
間

申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
、
応
募
動
機
や
抱
負

（
８
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
て

封
書
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

（toshokan@city.kaw
achinagano.

lg.jp

）
で
４
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
図
書
館
（
〒
586
ー

０
０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
）
へ

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

パ
ル

　

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

様
々
な
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
リ
ー

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

■総合開会式
とき　４月19日㈰午前９時30分～
ところ　市民総合体育館
内容　式典・レクリエーションなど
問総合スポーツ振興会事務局
（市民総合体育館内、☎62-8011）
■種目別大会
種目など　右表のとおり
申し込み　文化・スポーツ振興
課または市民総合体育館へ（電
話不可▷④を除く）
※詳細は大会要項で確認を▷以降
の大会は順次本紙に掲載します。

①バスケットボール大会
対象　高校生以上の市内在住・在
学・在勤者で構成されたチームと
バスケットボール連盟登録チーム
ところ　市民総合体育館
種別　一般男子、一般女子
定員　22チーム（抽選）
参加費　１チーム 2000 円（当
日徴収）
申し込み　４月５日～ 19日に
問同連盟の石田さん

（☎ 090-3265-3968）

②サッカー大会
ところ　大師総合運動場
種別　ジュニア（小学生の学年
別各部）、一般（高校生を除く
18歳以上）、シニア（35歳以上）
申し込み　ジュニア＝４月17日ま
でに、一般・シニア＝５月８日までに
問総合スポーツ振興会事務局

（☎ 62-8011）

③テニス大会
ところ　寺ケ池公園庭球場
種別　一般男子、一般女子、壮年
男子（50歳以上）の各ダブルス
定員　40組（抽選）
参加費　１組1000円（当日徴収）
申し込み　４月 25日までに▷電
子メール（m-kama@sannet.ne.jp）
またはファクス（℻ 62-5479）で
も申し込みができます
問テニス連盟の夏見さん

（☎ 63-3559）

④ゲートボール大会
対象　小学４年生以上の市内在
住・在学・在勤者で構成された
５～８人のチーム
ところ　大師総合運動場
申し込み　４月 20 日～５月 20
日に電話で葛西さんへ
問ゲートボール連盟の葛西さん

（☎ 53-5836）
⑤剣道大会
ところ　市民総合体育館
種別　小学２～６年生の男女、
中学生の各学年別男女、高校生
男女、一般
参加費　500円（当日徴収）
申し込み　４月 30日までに
問剣道連盟の鹿田さん

（☎ 53-4134）

⑥少年軟式野球大会
ところ　赤峰市民広場
種別　小学 6年生以下・5年生
以下・4年生以下・３年生以下

の各部
申し込み　４月 12 日～５月 17
日に
問少年軟式野球連盟の島田さん

（☎ 090-8655-7728）

◉種目別一覧表◉
種　目 日　程

バドミントン 4/26、5/10
バスケットボール 5/3

サッカー
小学生＝5/9～7/4
中学生＝7/21・23
一般＝5/31～7/12
シニア＝5/31～6/28

テニス 5/10・17
少林寺拳法 5/17
ゲートボール 5/23
バトントワーリング 5/30
剣道 5/31
ソフトボール 5/31 ～ 7/5

ソフトテニス
中学生＝7/30・31
高校生＝ 6/7
一般・シニア＝6/14

軟式野球
小学生＝6/6～21
中学生＝8/1～７
一般＝6/7～8/16

卓球 6/7
ペタンク 6/20
バレーボール 6/21・28
居合道 6/28
陸上競技 8/1
水泳 8/9
柔道 9/20
インディアカ 9/27
軽スポーツ 10/4
グラウンド・ゴルフ 10/17
体操フェスティバル 10/25
スポンジテニス 11/23

●●● 市民スポーツ大会 ●●●

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

高
校
生
〜
25
歳
ま
で
の
市

内
在
住
者

申
し
込
み　

青
少
年
育
成
課
へ

問
青
少
年
育
成
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

子
ど
も
た
ち
の

学
習
支
援
の
た
め
に

■
ゆ
う
☆
ゆ
う
フ
レ
ン
ド

　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
登
校

を
援
助
す
る「
適
応
指
導
教
室（
ゆ

う
☆
ゆ
う
ス
ペ
ー
ス
）」
や
「
校

内
適
応
指
導
教
室
」
で
、
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
学
習
を
支
援
し
た
り
、
話
し

相
手
や
遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

子
ど
も
へ
の
理
解
と
情
熱

を
持
ち
、
教
育
・
福
祉
・
心
理
に

関
心
の
あ
る
大
学
生
な
ど

期
間　

５
月
中
旬
〜
来
年
３
月
中

旬
の
平
日
で
週
１
日
程
度

申
し
込
み　

４
月
30
日
ま
で
に
適

応
指
導
教
室
（
木
戸
西
町
１
の
２

の
６
、千
代
田
公
民
館
横
）
へ

問
適
応
指
導
教
室

（
☎
56
・
３
４
３
９
）

小
学
生
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

と
き　

４
月
22
日
㈬
午
後
５
時
30

分
〜
６
時
45
分

と
こ
ろ　

西
代
会
館

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
。

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
６
日
〜
21
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
の
山
本
さ
ん
へ

問
山
本
さ
ん（
☎
℻
50
・
２
１
２
９
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ス
ク
ー
ル

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　

５
月
２
日
〜
23
日
の
毎
週

土
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45

分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
小
中
学
生

は
２
５
０
円
▽
初
回
時
に
徴
収
）

申
し
込
み　

４
月
８
日
か
ら
市
民

総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
の
曽そ

碩せ
き

さ
ん

（
☎
65
・
１
７
０
５
）

業務内容 応　募　資　格 勤務日 人数

保育所
保育業務

週５日
保育士資格を持ち、かつ保育士登録が済んでい
る人

月～土のうち５日 １
週３日 月・金・土 ４週２日 土と月・金のいずれか

子ど も・
子育て総
合センタ
ー

家庭児
童 相
談業務
（※）

普通自動車運転免許を持ち、かつ次のいずれか
に該当する人①学校教育法に定める大学で児童
福祉、社会福祉、児童学、心理学、教育学もしく
は社会学を専修する学科またはこれに相当する
課程を修了し卒業した人②児童福祉に関する相
談業務に３年以上従事した経験を持つ人

月～金 １

（※）０～18歳までの児童とその家庭に関する相談業務・子どもへの遊戯療法や発達検査など。



■
鳩
原
の
縄
文
時
代
を
紹
介
し

た
看
板
が
完
成

　

平
成
25
年
度
に
行
わ
れ
た
発

掘
調
査
で
、
縄
文
時
代
の
中
期

（
約
４
４
０
０
年
前
）の
竪
穴
住

居
跡
な
ど
が
出
土
し
た
鳩
原
遺

跡
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

地
元
自
治
会
が
府
の
助
成
を

受
け
設
置
し
た
看
板
が
２
月
26

日
、お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
❶
）。

　

同
遺
跡
が
あ
る
の
は
観
心
寺

の
南
東
約
１
・
５
㌔
先
の
国
道

３
１
０
号
沿
い
。
調
査
で
は
、

石
見
川
沿
い
の
平
坦
面
で
、
縄

文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
土

坑
、
多
数
の
土
器
や
石
器
な
ど
が

出
土
し
ま
し
た
（
写
真
❷
）。
ま

た
、
川
上
神
社
下
の
調
査
区
か
ら

は
、
鎌
倉
時
代
頃
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
井
戸
や
土
坑
の
ほ
か
、
土

器
や
観
心
寺
で
出
土
し
た
瓦
に
類

似
し
た
瓦
な
ど
が
多
数
見
つ
か
り

ま
し
た
。
鳩
原
地
区
は
、
観
心
寺

七
郷
の
一
つ
で
あ
り
、
観
心
寺
と

関
係
の
深
い
地
区
で
す
。

　

鳩
原
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
中
世
の

遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
調
査
で
縄
文
時
代
か
ら
人
が

暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、『
太
平
記
』
に
出
て

鳩
原
遺
跡

縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡

な
ど
が
出
土

く
る
「
弥
勒
寺
」
に
関

係
す
る
と
考
え
ら
れ
る

遺
構
も
検
出
さ
れ
、
同

地
区
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
重
要
な
成
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

※
遺
構
は
埋
め
戻
さ
れ

て
い
る
た
め
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
ふ
る
さ
と
交
流
課

❶

❷
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お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

相
　
談

貸
農
園
入
園
者

対
象　

市
内
在
住
者

と
き　

①
向
野
町
ア
メ
ニ
テ
ィ
農

園
＝
４
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
、

②
ひ
ょ
う
た
ん
池
ふ
れ
あ
い
農
園

（
原
町
）
＝
４
月
22
日
㈬
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
大
阪
南
千
代
田
支
店

募
集
区
画　

①
②
若
干
数（
抽
選
）

お
知
ら
せ

展
示
・
講
演

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

持
ち
物　

入
園
料
（
①
１
万
２
０

０
０
円
〜
１
万
５
０
０
０
円
程

度
、
②
１
万
円
〜
１
万
４
０
０
０

円
程
度
）、
印
鑑

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
Ｊ
Ａ
大
阪
南
千
代
田
支
店

（
☎
53
・
２
３
０
８
）

相
談

ひ
き
こ
も
り
等
相
談
窓
口

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
悩
む

青
少
年
と
そ
の
保
護
者

と
き　

４
月
９
日
㈭
、５
月
14
日
㈭
、

６
月
11
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

電
話
で
青
少
年
育
成

課
へ

問
青
少
年
育
成
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

無
料
法
務
・
法
律
相
談

（
予
約
制
）

　

遺
言
・
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、

労
働
問
題
な
ど
日
常
生
活
の
様
々

な
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
弁

護
士
・
行
政
書
士
・
社
会
保
険
労

務
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

４
月
19
日
㈰
、
５
月
17
日

㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
研
志
会
の
栗
山
さ
ん

（
☎
63
・
０
８
１
１
）

相談いろいろ
（４月１日～５月４日）
相談はすべて無料です。気軽にご利用を。

■人権相談
とき　毎週火曜日午前 10時～午後１時
※４月から相談時間が変更になっています。
ところ　人権推進課
相談員　人権擁護委員
※できるだけ事前に電話連絡を。
問人権推進課

■女性相談～家族関係・DVなど（予約制）
とき　毎月第２水曜日午後１時～４時と
第３土曜日午前９時30分～11時30分、
第４水曜日午前 10 時～正午と午後１時
～３時
ところ　キックス
相談員　女性カウンセラー
問男女共同参画センター（☎ 54-0003）
または人権推進課

■心配ごと相談～悩み・困りごとなど
とき　４月８日㈬・22日㈬午前10時～
正午
ところ　社会福祉協議会
相談員　民生委員・児童委員
問社会福祉協議会（☎ 65-0133）

■労働相談（予約制・パート含む）
ところ　相談員の事務所など
相談員　社会保険労務士
※４月から申込方法が変更になっています。
問産業政策課
■育児相談（予約制）
とき　①水曜日を除く毎日午前10時～
午後５時 30分②月～金曜日午前10時
～午後５時 30分（４月 29日、５月４
日を除く）
ところ　①子ども・子育て総合センター
あいっく②子育て支援センターちよだ
だい
相談員　保育士など
問①あいっく（☎50-4664）②同センター
ちよだだい（☎53-2456）

■行政相談
とき　４月７日㈫・21 日㈫午前 10 時
～正午
ところ　自治振興課
相談員　行政相談委員
問自治振興課

■法律相談（予約制）
とき　４月１日㈬・８日㈬・15日㈬・
22日㈬・30日㈭午後１時～４時 30分
ところ　自治振興課
相談員　弁護士
問自治振興課

■
天
野
山
金
剛
寺

公
開
内
容　

剣け
ん 

無む

銘め
い

附
つ
け
た
り

黒く
ろ

漆う
る
し

宝ほ
う

剣け
ん

拵こ
し
ら
え、
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

ほ
か

と
き　

４
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

天
野
山
金
剛
寺

拝
観
料　

８
０
０
円
（
入
山
料
を

含
む
）

問
天
野
山
金
剛
寺

（
☎
52
・
２
０
４
６
）

■
観
心
寺

公
開
内
容　

木も
く

造ぞ
う

如に
ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ
さ
つ薩
坐ざ

像ぞ
う

、
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

大だ
い

随ず
い

求ぐ

菩ぼ

薩さ
つ

画が

像ぞ
う

ほ
か

と
き　

４
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

観
心
寺

拝
観
料　

７
０
０
円
（
入
山
料
を

含
む
）

問
観
心
寺
（
☎
62
・
２
１
３
４
）

◎
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

４
月
17
日
・
18
日
に
、
両
寺
を

結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、
観

心
寺
発
で
午
前
10
時
40
分
〜
午
後

３
時
40
分
に
約
30
分
間
隔
で
随
時

運
行
し
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
観
光
政
策
課

奥河内プロモーション
ビデオが完成
　市では、「ちかくて、ふかい　奥河内」
をキャッチフレーズに観光 PRを進め
ています。このたび、市内の観光名所
を映像で伝えるプロモーションビデオ
「奥河内 Bird's-eye Viewing」を作成
しました。映像では、奥河内のイメー
ジモデルであるチェルシー舞花さんも
出演し、奥河内の魅力を一緒に PRし
ています。この映像は市ホームページ
で公開していますので、ぜひご覧くだ
さい。
問い合わせ　観光政策課

国
宝
・
文
化
財
の
特
別
公
開◀

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像

▶
滝
畑
ダ
ム
を
上
空

か
ら
撮
影

▲観心寺 ▲天野山金剛寺

富田林保健所の相談・検査
〒584-0031富田林市寿町3-1-35（☎23-2681、℻24-7940）

こころの健康相談（予約制） 月～金曜日（祝休日を除く）午前
９時 30分～午後０時15分と午
後１時～５時エイズに関する相談（電話相談可）

血

液

検

査

エイズウイルス抗体検査（匿名可）

第１・３水曜日午後１時30分～
２時30分

梅毒血清反応検査
（匿名可、有料の場合あり）
クラミジア抗原検査
（匿名可、有料の場合あり）
肝炎ウイルス検査（予約制）第３水曜日午前９時30分～10時30分
風しん抗体検査（予約制、対象
は妊娠を希望する女性とその配
偶者、妊婦の配偶者）

第１・３火曜日午前 10 時～
11時

飲用水・井戸水検査（有料・予約制）
※予約は藤井寺保健所（☎ 072-
952-6165）へ。

毎週月曜日（祝休日の場合は
火曜日）午前９時 30分～ 11
時 30分

腸内細菌検査、寄生虫卵検査（有料）

医療機関に関する相談
月～金曜日（祝休日を除く）午前
９時～午後０時15分と午後１時
～５時30分
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健康ひろば
保健センター

〒586-0012 菊水町 2-13
☎55- 0301（かけ間違いにご注意を）

※費用の記載のないものは無料▷対象の記載のないものは市民。

◉編集後記
▶今月から裏表紙に掲載される食きらりレシピ。「おにぎらず」という何やら聞いたことが
ない料理が紹介されています。簡単にできそうなので、子どもの弁当に作ってみようかなと
思います（伊藤）▶「今月の焦点」で紹介したシルバー人材センター。子ども一時預かり「に
こにこルーム」の存在は子育て世代にとって心強い限り。祖父母世代のいきいきとした活動
が今日も地域の安心を支えてくれています（吉田）▶南河内防災・防犯フェアの会場にモッ
クルとくろまろくんが登場。しかし、一部の子どもたちはおびえており、２歳前後の子らが
泣いていました。これからは何歳から平気になるか見ていきたいです（藤本）

◉今月の表紙

人口  110,720人（前月比－100）   男  52,595人（－44）   女  58,125人（－56）
世帯数  47,291 世帯（ー 23）    ［２月 28日現在］

問健康支援センター（ウェルネス 
フォレスト三日市、☎ 62-1919）

運動の記録と仲間づくりで
運動を習慣化！

健康支援センターの
健康運動ひと口アドバイス

府営長野公園（長野地区）は「奥河内さくら公園」と呼ばれ、市内でも有数の桜の
名所です。４月12日までは夜桜ライトアップも行われ、淡い桃色の花が春の夜空
を幻想的に彩ります（写真は昨年撮影）。

乳がん検診の受診は
２年に１回になります

　毎年受診することと同じ効果があ
り、検査による心身の負担も軽減で
きることから、乳がん検診の受診は
２年に１回となりました。なお、平
成 27年度の受診対象者は次のとお
りです。
対象　40歳以上の女性市民で、平成
27年度に奇数年齢になるか平成26
年度に未受診の人
※日程など詳しくは本紙と同時に配布
した「すこやか健康年間事業案内」を
ご確認ください。

せを▷６月に障がい者福祉センター
あかみね、６月と10月に三日市市
民ホールで同じ健診を実施予定。

歯周疾患検診（無料）と
骨粗しょう症検診（有料）

　歯周疾患検診（対象＝平成28年
３月31日時点で40・50・60・70・
80 歳の市民）、および骨粗しょう
症検診（対象＝同時点で 40・45・
50・55・60・65・70歳の女性市民）
の受診券を、４月下旬に送付します。
対象者で受診券が５月中旬までに届
かない場合は保健センターに連絡を。

高齢者用肺炎球菌
ワクチン接種

対象　５年以内に高齢者用肺炎球菌
ワクチンを接種したことがない65歳
以上の市民で、同ワクチンの接種を
希望する人
申し込み　電話で保健センターへ
※接種歴を確認後、接種確認書と
予診票を送付します。

健康づくり推進員との
はつらつウオーキング

■満開の花々に出会う！
とき　４月８日㈬午前 10時～午後
３時▷荒天中止
集合・解散　保健センター
行き先　千代田駅～錦織公園～滝谷
不動駅（約 11㌔）
※交通費（210円）が必要。
申し込み　４月６日から電話で同セ
ンターへ

青年・成人健康診査（有料）

対象　昭和 51 年４月～平成 12 年
４月１日生まれで、学校や勤務先で
健診を受けることができない市民
とき　４月 21日㈫▷受付は午前９
時 30 分～ 11 時 30 分と午後１時
～３時
ところ　保健センター
内容　身体測定、医師の診察、血圧
測定、検尿、血液検査
※診断書の作成はできません。
費用　500円
※当日直接会場へ▷生活保護世帯の
人は事前に保健センターへ問い合わ

すこやか健康年間事業案内を配布～１年間ご利用を～
　保健センターでは、予防接種事業や健康診査事業（がん検診など）、
相談事業（健康相談・教室など）、母子保健事業（離乳食講習会・相談
会など）、取扱医療機関などをまとめた平成27年度「すこやか健康年間
事業案内」を作成しました。各事業の日程や申込方法などは、本紙と同
時に配布した同案内でご確認ください。

く
ろ
ま
ろ
塾
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
定
期
的
に
掲
載
し
ま
す

　

く
ろ
ま
ろ
塾
で
は
、
認
定
講
座

情
報
を
ま
と
め
た
「
講
座
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
、
本
紙
６
・
10
月
号
と

同
時
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
く
ろ
ま
ろ
塾

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
本
紙
に
定
期
的

◎くろまろ塾認定講座一覧表◎
詳しくは広報紙掲載ページかキックスホームページをご覧ください。

講座名 ①とき②ところ③広報掲載月（ページ）④問い合わせ先 単位

花フレーム＆イーゼルづくり ４/19 ㈰▷詳細は 28ページに掲載 各２

バードウオッチハイキング ４/19 ㈰▷詳細は 31ページに掲載 ２

大阪府立大学連携講座 ４/22 ㈬、５/12 ㈫・29㈮、６/５㈮・30㈫、７/10 ㈮▷詳細は 38ページに掲載 各４

図書館文化遺産講座 ４/23 ㈭、５/７㈭・21㈭▷詳細は 27ページに掲載 各２

ムササビウオッチング ４/25 ㈯▷詳細は 31ページに掲載 ２

子育て講座 ４/30 ㈭▷詳細は 30ページに掲載 ２

パソコン要約筆記奉仕員養成講座 5/10 ～８/２の毎週日曜日のうち 11回▷詳細は 15ページに掲載 各３

モックル介護予防体操講座 ①５/12㈫午後１時30分～３時30分　②市民総合体育館　③５月　④いきいき高齢課 ２

防災まちづくり講座 ５/14㈭、６/18㈭、８/20㈭、10/15㈭、12/17㈭、２/18㈭▷詳細は11ページに掲載 各２（※）

自然観察ハイキング ①５/17㈰午前10時～午後４時　②岩湧の森　③５月　④岩湧の森四季彩館（☎63-5986） ３

薬膳講座 ５/19 ㈫▷詳細は 30ページに掲載 ３

消費者月間講演会 ①５/22㈮午後２時～４時　②ノバティホール　③５月　④消費生活センター（☎56-2360） ２

すこやか体操教室 ①５/22㈮午前９時45分～11時45分　②三日市市民ホール（フォレスト三日市内）
③５月　④いきいき高齢課 各２

すこやか体操教室 ①５/26 ㈫午前９時 45分～ 11時 45分　②キックス　③５月　④いきいき高齢課 各２

加賀田の麦門冬 ①５/27 ㈬午後１時 30分～３時　②加賀田公民館　③５月　④同館（☎ 62-2116） ２

相続税・贈与税講座 ①５/27 ㈬午後１時 30分～３時 30分　②キックス　③５月　④税務課 ２

～自分に合った歩き方が見つか
る！～初めてウオーキング教室

① 5/29 ㈮、６/５㈮午前９時 45分～ 11 時 45 分（予備日６/９）　②市民総合体
育館ほか　③５月　④保健センター（☎ 55-0301） 各１

ボランティア入門講座 ①５/30 ㈯午後２時～４時　②市民公益活動支援センター「るーぷらざ」　③５月　
④るーぷらざ（☎ 53-8100） ２

手話奉仕員養成講座基礎課程 ①６月～12月の毎週火曜日のうち20回、午後１時30分～３時30分　②キックス　
③５月　④障がい福祉課 各２

古文書講座初歩の初歩 ①６/14㈰・28㈰、７/12㈰午後２時～４時　②キックス　③５月　④図書館☎（52-6933） 各２

（※）８月実施分は３単位。

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

大
阪
府
立
大
学

連
携
講
座

　
「
現
代
の
食
の
問
題
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
府
立
大
学
の

教
授
ら
が
お
話
し
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

①
４
月
22
日
㈬
＝

「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
私
た
ち

の
生
活
」、②
５
月
12
日
㈫
＝
「
植

物
工
場
で
の
野
菜
生
産
」、
③
29

日
㈮
＝
「
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒

予
防
」、
④
６
月
５
日
㈮
＝
「
安

全
な
卵
の
話
」、
⑤
30
日
㈫
＝

「
果
物
の
秘
密 

樹
に
な
る
果
物
の

ル
ー
ツ
と
生
体
調
節
機
能
」、
⑥

７
月
10
日
㈮
＝
「
健
康
寿
命
を
担

う
骨
格
筋
〜
医
食
同
源
っ
て
何
？

〜
」
▽
時
間
は
①
⑥
が
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
そ
の
他
が
午
後
２

時
〜
３
時
30
分
▽
６
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
５
０
０
円

申
し
込
み　

４
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し
込

み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

くろまろ塾
情報コーナー

問くろまろ塾事務局（キックス内、☎ 54-0001）
キックスホームページからも申し込みできます
http://www.kiccs.jp/kuromaro/

河内長野
市民大学



毎月19日は「食育の日」

笑顔の食卓

食きらり
レシピ
で

4Vol.育もう

ごはんの量は
お好みで

雑穀米を加えても
ヘルシー！

レシピの考案：河内長野市食生活改善推進協議会（わらび会）のみなさん
　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、食を通した健康づくりのボ
ランティア（食生活改善推進員）として、料理教室や市のイベントなどで食育
活動を実施しています。今年度は毎月このページで健康を考えたおいしくて楽
しいレシピをご紹介しますので、楽しみにしてくださいね。

「おにぎらず」の作り方
❶海苔の上にご飯を敷き具材をのせる
ラップの上に海苔を置き、真ん中にご
飯の半量を広げる。具材を平らに置く。
２つに切った時に具材
が均等に分かれるよう
に、位置や量を考えて
のせる。
❷具材の上にご飯をのせ全体を包む
残りのご飯を具材の上に覆うようにの
せる。下に敷いたご飯と同じくらいの
厚さに盛り表面を平らに整えたら、四
隅の海苔をご飯を包む
よう寄せ、座布団折り
でしっかりつつんで形
を整える。
❸形をきれいに整え２つに切り分ける
海苔の下に敷いたラップを使って全体
を包み、形を整える。出来上がりを半
分または四等分に切り分けて完成。

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る「
お
に
ぎ
ら
ず
」。
全
体
が

し
っ
か
り
と
海
苔
で
包
ま
れ
て
い
る
の
で
持
ち
や
す
く
、具
材
も
こ
ぼ
れ

に
く
く
、
食
べ
や
す
い
と
大
人
気
の
レ
シ
ピ
で
す
。
に
ぎ
ら
な
い
か
ら

「
お
に
ぎ
ら
ず
」。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
面
白
く
、
作
る
の
も
簡
単
！ 

行
楽
の

お
弁
当
に
も
最
適
で
す
。
ご
家
庭
で
具
材
を
考
え
て
「
我
が
家
の
お

に
ぎ
ら
ず
」
を
作
っ
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー(

☎
55
・
０
３
０
１)

残り物を
使って♪

手軽な材料で

朝ごはんに

◎エビフライのおにぎらず
（398kcal  塩分 0.8g）
ご飯130ｇ　海苔 1枚
具材：エビフライ 2本、キャベツ
40ｇ (さっとゆでてケチャップ小
さじ2 で和える )
◎ウインナーとほうれん草のおにぎらず
（367kcal  塩分 1.1g）
ご飯130ｇ　海苔 1枚
具材：ウインナー小３本 (ボイルし
たもの)、ほうれん草ソテー40ｇ　
◎卵とミックスベジタブルのおにぎらず
（363kcal  塩分 0.9g）
ご飯130ｇ　海苔1枚
具材：いり卵（卵1個に塩を少々加える）
湯通ししたミックスベジタブル大さじ2

マヨネーズ
小さじ2で
和える

 材料の野菜は
「奥河内くろまろの郷」で

購入しました！

☆この広報紙は４万8400部作成し、１部あたりの単価は29円です▷毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者＝㈱ダイコク（ 0120-603-912、土曜・日曜・祝日を除く）へ。
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